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�市報にいみ 第７１号
������������

　

当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
吉
岡
正
志
（
北
部
分
団
・
分
団

長
）
▼
別
所
勇
（
団
本
部
・
分
団

長
）
▼
西
村
光
政
（
南
部
分
団
・

分
団
長
）
▼
宮
原
昭
彦
（
西
部
分

団
・
副
分
団
長
）
▼
西
村
定
（
消

防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
優
良
消
防
団
員
章
】�

�
�
�
�

▼
安
達
秀
雄
（
南
部
分
団
・
部
長
）

▼
植
田
啓
二
（
東
部
分
団
・
同
）

▼
船
越
二
郎
（
北
部
分
団
・
同
）

▼
前
田
幸
信
（
大
佐
分
団
・
同
）

▼
吉
川
元
見
（
哲
多
分
団
・
同
）

▼
三
上
和
宏
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
大
杉
真
（
中
部
分
団
・
副
部
長
）

▼
大
本
修
一
（
神
郷
分
団
・
同
）

▼
峯
森
巧
（
西
部
分
団
・
班
長
）

【
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
川
口
好
之
（
大
佐
分
団
・
分
団

長
）
▼
吉
村
薫
（
中
部
分
団
・
副

分
団
長
）
▼
長
谷
川
長
正
（
東
部

分
団
・
同
）
▼
福
田
誠
（
神
郷
分

団
・
同
）
▼
松
浦
清
一
（
消
防
本

部
・
消
防
司
令
）

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
国
広
浩
昭
（
東
部
分
団
・
副
分

団
長
）
▼
分
部
隆
政
（
北
部
分
団
・

同
）
▼
船
越
和
義
（
中
部
分
団
・

部
長
）
▼
田
中
稔
（
南
部
分
団
・

同
）
▼
西
村
茂
男
（
東
部
分
団
・

同
）
▼
八
幡
正
和
（
西
部
分
団
・

同
）
▼
山
本
英
治
（
同
）
▼
赤
井

博
治
（
大
佐
分
団
・
同
）
▼
田
原

正
明
（
神
郷
分
団
・
同
）
▼
小
川

高
広
（
哲
多
分
団
・
同
）
▼
佐
藤

浩
明
（
同
）
▼
川
原
善
法
（
哲
西

分
団
・
同
）
▼
安
達
紳
二
（
神
郷

分
団
・
副
部
長
）
▼
浅
田
道
男

（
大
佐
分
団
・
班
長
）
▼
三
原
茂

樹
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
補
）

【
青
年
章
】�

�
�
�
�

▼
谷
村
弘
行
（
北
部
分
団
・
団
員
）

▼
田
澤
良
和
（
西
部
分
団
・
同
）

▼
安
田
昌
史
（
大
佐
分
団
・
同
）

【
精
勤
章
】�

��

�
�

��

▼
吉
岡
昭
彦
（
哲
多
分
団
・
副
分

団
長
）
▼
吉
見
了
（
南
部
分
団
・

部
長
）
▼
西
村
茂
男
（
東
部
分
団
・

同
）
▼
小
川
高
広
（
哲
多
分
団
・

同
）
▼
土
屋
文
孝
（
哲
西
分
団
・

同
）
▼
沖
田
耕
造
（
同
）
▼
�
瀬

広
視
（
南
部
分
団
・
副
部
長
）
▼

藤
井
和
昌
（
東
部
分
団
・
同
）
▼

谷
口
浩
志
（
大
佐
分
団
・
同
）
▼

竹
田
浩
（
同
）
▼
小
郷
政
弘
（
哲

多
分
団
・
同
）
▼
小
谷
正
俊
（
中

部
分
団
・
班
長
）
▼
冨
谷
剛
（
南

部
分
団
・
同
）
▼
�
瀬
智
裕
（
同
）

▼
竹
下
定
男
（
東
部
分
団
・
同
）

▼
坂
本
賢
治
（
同
）
▼
小
川
行
治

（
同
）
▼
山
下
衛
（
東
部
分
団
・

班
長
）
▼
植
木
洋
之
（
同
）
▼
小

林
邦
男
（
北
部
分
団
・
同
）
▼
山

岡
賢
一
（
同
）
▼
林
義
弘
（
同
）

▼
小
割
健
司
（
同
）
▼
谷
岡
茂
生

（
同
）
▼
長
尾
憲
司
（
同
）
▼
谷

岡
貴
寿
（
同
）
▼
藤
原
俊
樹
（
西

部
分
団
・
同
）
▼
吉
國
勇
人
（
同
）

▼
宮
脇
生
吉
（
中
部
分
団
・
団
員
）

▼
村
上
泰
（
南
部
分
団
・
同
）
▼

沖
田
茂
紀（
同
）▼
小
川
敏
弘（
同
）

▼
才
田
一
雅
（
東
部
分
団
・
同
）

▼
黒
田
稔
昌
（
北
部
分
団
・
同
）

▼
安
達
喜
彦
（
同
）
▼
角
田
浩
昌

（
同
）
▼
石
垣
誠
（
西
部
分
団
・

同
）
▼
上
山
嘉
裕
（
同
）
▼
山
岡

豊
明
（
同
）
▼
渡
邉
昌
希
（
同
）

▼
後
藤
吉
明
（
同
）
▼
柴
田
和
紀

（
同
）
▼
樋
口
務
（
同
）
▼
上
田

卓
視
（
神
郷
分
団
・
同
）
▼
新
田

武
明
（
同
）

【
表
彰
章
】�

�
�
�
�

▼
石
田
寛
明
（
中
部
分
団
・
副
分

団
長
）
▼
藤
野
英
弘
（
東
部
分
団
・

同
）
▼
西
村
泰
則
（
北
部
分
団
・

同
）
▼
田
中
隆
博
（
大
佐
分
団
・

同
）
▼
土
屋
昌
弘
（
哲
多
分
団
・

同
）
▼
安
達
秀
雄
（
南
部
分
団
・

部
長
）
▼
道
繁
要
（
西
部
分
団
・

副
部
長
）
▼
明
田
勝
（
神
郷
分
団
・

班
長
）
▼
猪
信
彦
（
消
防
本
部
・

消
防
司
令
）

優優優優良良良良団団団団員員員員表表表表彰彰彰彰やややや一一一一斉斉斉斉放放放放水水水水でででで士士士士気気気気高高高高めめめめるるるる優 良団 員表彰や一斉放 水で士気高 め る

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

平平成成２３２３年新見市消防出初式年新見市消防出初式
新新見市消防出初式が見市消防出初式が��月月��日日��、まなび広場にいみで行われ、、まなび広場にいみで行われ、

消防団員や婦人防火クラブ員、および来賓ら消防団員や婦人防火クラブ員、および来賓ら������人が参加しました。人が参加しました。

永年消防活動に功績のあった消防団員などの表彰が行われ、永年消防活動に功績のあった消防団員などの表彰が行われ、

式典後はまなび広場にいみ横の高梁川で一斉放水を行い、日頃の訓練の成果を披露しました。式典後はまなび広場にいみ横の高梁川で一斉放水を行い、日頃の訓練の成果を披露しました。



市報にいみ 第７１号
�������������

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

　

第
�
位
入
賞　

新
見
市
消
防
団

　

神
郷
分
団
分
団
長　

内
田
誠

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
貞
岡
大
介
（
大
佐
分
団
・
班
長
）

▼
宝
蔵
昌
典
（
神
郷
分
団
・
同
）

▼
滝
口
良
樹
（
哲
多
分
団
・
同
）

▼
加
藤
和
也
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
宮
永
隆
文
（
中
部
分
団
・
団
員
）

▼
山
本
雄
輝
（
同
）
▼
坂
東
加
寿

正
（
南
部
分
団
・
同
）
▼
佐
倉
由

晃
（
同
）
▼
大
黒
義
和
（
東
部
分

団
・
同
）
▼
大
井
敏
光
（
同
）
▼

前
本
一
成
（
北
部
分
団
・
同
）
▼

仲
田
俊
範
（
同
）
▼
佐
倉
健
司

（
西
部
分
団
・
同
）
▼
田
中
延
明

（
同
）
▼
森
岡
崇
史
（
大
佐
分
団
・

同
）
▼
福
田
光
一
（
神
郷
分
団
・

同
）
▼
新
見
吉
正
（
哲
多
分
団
・

同
）
▼
峠
俊
樹
（
哲
西
分
団
・
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

��

�
�

��

▼
小
田
正
廣
（
西
部
分
団
・
分
団

長
）
▼
藤
野
賢
次
（
東
部
分
団
・

副
分
団
長
）
▼
川
内
博
明
（
北
部

分
団
・
副
分
団
長
）
▼
青
木
啓
一

（
同
）
▼
渡
辺
哲
士
（
大
佐
分
団
・

同
）
▼
仲
田
清
志
（
神
郷
分
団
・

同
）
▼
瀧
口
高
利
（
哲
多
分
団
・

同
）
▼
土
屋
昌
弘
（
同
）
▼
山
澤

武
司
（
中
部
分
団
・
部
長
）
▼
藤

野
友
行
（
東
部
分
団
・
同
）
▼
千

香
順
司
（
北
部
分
団
・
同
）
▼
横

木
力
成
（
同
）
▼
安
立
伸
（
大
佐

分
団
・
同
）
▼
赤
井
博
治
（
同
）

▼
平
岡
岩
雄
（
神
郷
分
団
・
同
）

▼
西
村
佳
明
（
哲
多
分
団
・
同
）

▼
岡
崎
訓
（
同
）
▼
真
壁
雄
二

（
北
部
分
団
・
副
部
長
）
▼
荒
木

祥
行
（
南
部
分
団
・
班
長
）
▼
藤

野
美
喜
雄
（
東
部
分
団
・
同
）
▼

浅
田
道
男
（
大
佐
分
団
・
同
）
▼

林
則
幸
（
東
部
分
団
・
団
員
）
▼

赤
木
一
郎
（
西
部
分
団
・
同
）
▼

國
吉
健
吾
（
同
）
▼
田
邉
直
樹

（
神
郷
分
団
・
同
）
▼
上
田
敬
治

（
同
）
▼
小
早
川
太
（
同
）
▼
石

田
福
良
（
同
）
▼
平
岡
清
美
（
同
）

▼
長
谷
川
昭
博
（
哲
多
分
団
・
同
）

▼
三
好
浩
史
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
高
瀬
宗
弘
（
同
）
▼
横
山
哲
也

（
同
）

【
精
勤
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
小
林
敦
（
神
郷
分
団
・
部
長
）

▼
廣
瀬
一
夫
（
大
佐
分
団
・
副
部

長
）
▼
栗
元
一
広
（
大
佐
分
団
・

副
部
長
）
▼
林
知
則
（
哲
西
分
団
・

同
）
▼
上
田
浩
一
（
中
部
分
団
・

班
長
）
▼
中
沢
英
男
（
同
）
▼
柏

葉
孝
明
（
東
部
分
団
・
同
）
▼
松

尾
孝
喜
（
大
佐
分
団
・
同
）
▼
横

木
之
人
（
同
）
▼
大
杉
滋
利
（
哲

多
分
団
・
同
）▼
長
谷
川
達
人（
同
）

▼
阿
曽
秀
樹（
同
）▼
杉
哲
也（
同
）

▼
瀬
尾
浩
司
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
小
川
敬
祐
（
中
部
分
団
・
団
員
）

▼
瀬
川
慎
一
（
同
）
▼
藤
原
満
博

（
東
部
分
団
・
同
）
▼
野
手
隆
志

（
同
）
▼
小
川
満
宏
（
同
）
▼
森

谷
一
幸
（
北
部
分
団
・
同
）
▼
谷

岡
利
典
（
同
）
▼
冨
部
好
江
（
大

佐
分
団
・
同
）
▼
山
形
勝
美
（
同
）

▼
梶
原
基
典（
同
）▼
山
形
弘（
同
）

▼
西
田
一
之
（
同
）
▼
宮
崎
博
揮

（
同
）
▼
沼
本
真
幸
（
同
）
▼
山

�
昭
和
（
同
）
▼
池
田
隆
裕
（
同
）

▼
忠
田
真
（
神
郷
分
団
・
同
）
▼

嶋
田
秀
樹
（
同
）
▼
桑
原
司
（
哲

多
分
団
・
同
）▼
久
保
木
尚
久（
同
）

▼
定
岡
俊
和（
同
）▼
林
卓
史（
同
）

▼
弓
場
寛
（
哲
西
分
団
・
同
）

【
精
勤
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
古
林
竜
勝
（
南
部
分
団
・
班
長
）

▼
岩
田
幸
男
（
同
）
▼
清
水
隆
弘

（
大
佐
分
団
・
同
）
▼
小
林
和
幸

（
神
郷
分
団
・
同
）
▼
池
田
和
弘

（
同
）
▼
石
倉
千
明
（
同
）
▼
石

畑
健
（
哲
多
分
団
・
同
）
▼
逸
見

昌
司
（
同
）
▼
滝
口
良
樹
（
同
）

▼
澤
田
富
治
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
澤
田
忠
昭
（
同
）
▼
宮
永
博

（
中
部
分
団
・
団
員
）
▼
山
本
直

樹
（
同
）
▼
清
水
洋
二
（
同
）
▼

小
林
雅
史（
同
）▼
岡
本
直
樹（
同
）

▼
宮
田
正
志
（
南
部
分
団
・
同
）

▼
村
上
安
則
（
同
）
▼
柏
葉
幸
久

（
東
部
分
団
・
同
）
▼
田
原
一
宏

（
北
部
分
団
・
同
）
▼
田
澤
良
和

（
西
部
分
団
・
同
）
▼
真
壁
貴
志

（
同
）
▼
大
隅
精
二
（
大
佐
分
団
・

同
）
▼
綱
島
信
宏
（
同
）
▼
柴
田

達
也
（
大
佐
分
団
・
同
）
▼
岡
西

祐
介
（
神
郷
分
団
・
同
）
▼
竹
田

健
次
（
同
）
▼
金
田
英
樹
（
同
）

▼
松
本
和
彦
（
哲
多
分
団
・
同
）

▼
大
桐
伸
明
（
同
）
▼
三
和
典
明

（
同
）
▼
山
室
俊
介
（
同
）
▼
新

見
吉
正
（
同
）
▼
勢
村
統
（
同
）

▼
宮
田
幸
一
（
同
）
▼
川
上
博
史

（
同
）
▼
藤
川
竜
也
（
哲
西
分
団
・

団
員
）
▼
河
島
裕
樹
（
同
）
▼
藤

原
寛（
同
）▼
加
藤
善
教（
同
）▼
有

家
翼（
同
）▼
福
田
真
太
郎（
同
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会
出
場
選
手

（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

▼
三
輪
一
清
（
神
郷
分
団
・
団
員
）

▼
林
洋
志（
同
）▼
竹
本
洋
祐（
同
）

▼
福
谷
友
和（
同
）▼
藤
原
司（
同
）

▼
岡
西
祐
介
（
同
）

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

▼
福
田
洋
介
（
神
郷
分
団
・
団
員
）

▼
中
田
浩
二
（
同
）
▼
長
谷
川
寛

之
（
同
）
▼
大
原
勲
之
（
同
・
班

長
）
▼
小
早
川
貢
（
同
・
団
員
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
矢
吹
文
明
（
神
郷
分
団
・
副
分

団
長
）

【
功
績
章
】�

�
�
�
�

▼
前
田
忠
英
（
消
防
本
部
・
消
防

司
令
長
）

【
精
績
章
】�

�
�
�
�

▼
森
本
勝
次
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
大
月
稔
（
消
防
本
部
・
消
防
司

令
）

【
勤
続
章
】�

��

�
�

��

▼
小
林
晃
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
西
本
利
実
（
東
部
分
団
・
分
団

長
）
▼
森
本
繁
信
（
同
・
副
分
団

長
）
▼
長
谷
川
長
正
（
同
）
▼
野

中
虎
男
（
同
）
▼
国
広
浩
昭
（
同
）

▼
吉
井
龍
吾
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
山
口
哲
夫
（
中
部
分
団
・
同
）

▼
櫟
木
日
出
美
（
哲
西
分
団
・
同
）

▼
岡
田
功
（
神
郷
分
団
・
部
長
）

▼
柴
田
玉
実
（
西
部
分
団
・
班
長
）

▼
小
早
川
浩
（
神
郷
分
団
・
団
員
）

▼
石
垣
稔（
同
）▼
坂
田
一
幸（
同
）

▼
芳
賀
正
治
（
消
防
本
部
・
消
防

司
令
補
）
▼
山
本
仁
（
同
）
▼
瀧

口
四
郎
（
同
）
▼
名
越
淑
郎
（
同
）

▼
貞
岡
富
佐
雄
（
同
）
▼
加
藤
衛

（
同
）

新
見
市
長
表
彰

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

�
��

�
��
�
�
	



��

消
防
庁
長
官
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
消
防
本
部

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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財産収入 １億１６万円（０．４%）�
自動車取得税交付金 ８，５８０万円（０．３%）�
地方特例交付金  ２，３００万円（０．１%）�
利子割交付金  １，２９０万円（０．１%）�
交通安全対策特別交付金  １，０００万円（０．０%）�
配当割交付金  ５３０万円（０．０%）�
株式等譲渡所得割交付金  ２９０万円（０．０%）�
寄附金  ２５８万円（０．０%）�
ゴルフ場利用税交付金  １８０万円（０．０%）�

地方交付税�
１３０億１，７２２万円�
（４７．８%）�

市債�
４４億５，４１０万円�
（１６．３%）�

市税�
３３億５５０万円�
（１２．１%）�

国庫支出金�
３１億３，４１７万円�
（１１．５%）�

県支出金 １１億１，７７３万円（４．１%）�

議会費 �
１億８，６８４万円�
（０．７%）�

予備費 �
６，０００万円�
（０．２%）�

諸支出金 �
５億４，６１９万円�
（２．０%）�

災害復旧費 �
４億７４万円�
（１．５%）�

衛生費 �
１９億８，６８２万円�
（７．３%）�

総務費�
３０億３，２０７万円�
（１１．１%）�

民生費�
５３億４，４７９万円�
（１９．６%）�

土木費�
５１億８７７万円�
（１８．８%）�

教育費�
２７億８，１０６万円�
（１０．２%）�

公債費�
５７億９０万円�
（２０．９%）�

労働費 ４，９０４万円（０．２%）�

農林水産業費 ８億６，７７７万円（３．２%）�

商工費 ２億８，２０５万円（１．０%）�

消防費 ９億６１０万円（３．３%）�

歳出�

歳入�

歳入総額�

（うち繰越事業費 32億2,783万円）�

繰入金 ４億５，５８９万円（１．７%）�

繰越金 ３億５，９１３万円（１．３%）�

地方譲与税 ３億９００万円（１．１%）�

地方消費税交付金 ２億９，９２０万円（１．１%）�

使用料および手数料 ２億２，５３０万円（０．８%）�

諸収入 １億８，０４４万円（０．７%）�

分担金および負担金 １億５，１０２万円（０．６%）�

272億5,314万円�

歳出総額�

（うち繰越事業費 32億2,783万円）�

272億5,314万円�

財政
状況

平成 ��年度上半期

平成 ��年度 上半期一般会計の財政状況

　平成２２年度上半期（４月～９月）の財政状況の主
な内容を取りまとめましたので、お知らせします。

一般会計の総額
　平成２２年度一般会計の９月末の予算総額は、
２７２億５，３１４万円（うち繰越事業費３２億２，７８３万円）
で、その内訳は下図のとおりです。 
　前年度からの繰越事業費を含めて、歳入では予
算総額に対して５１．６％（１４０億５，４０５万円）、歳出
では３８．２％（１０４億６２万円）が執行されています。



市報にいみ 第７１号
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地方債の現在高

一般会計�
４０６億３，６６１万円�
（６３.９%）�

下水道事業特別会計�
１７３億７，９７９万円（２７.３%）�

簡易水道事業特別会計�
５１億６，７８２万円（８.１%）�

診療所特別会計�
３億８，４８３万円(０.６%)

 国民健康保険特別会計�
（直診勘定）４，０２９万円（０.１%）�

住宅新築資金等�
貸付特別会計�
５６５万円（０.０%）�

総額  ���億�����万円

■問い合わせ先　財政課  （������）

会計別予算の執行状況

歳入歳出
差 引 額

執行済額
� 月 末
予算現額

会計名 歳出歳入

比率支出済額比率収入済額
万円

���,���
％

��.�
万円

�,���,���
％

��.�
万円

�,���,���
万円

�,���,���一 般

△ �,�����.��,����.��,�����,���診 療 所

�����.����
���.
�

������
住 宅 新 築
資金等貸付

△ ��,�����.����,�����.����,������,���国民健康保険
（事業勘定）

△ �,�����.��,�����.��,�����,���国民健康保険
（直営診療勘定）

△ ��,�����.����,�����.����,������,���介 護 保 険
（保険事業勘定）

�����.������.�����,���介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

�����.������.�������老人保健医療

�,�����.��,�����.���,�����,���後期高齢者医療

△ ��,�����.���,�����.���,������,���簡易水道事業

△ ��,�����.���,����.���,������,���下水道事業

△ �����.��,�����.��,����,���観 光 事 業

����.����.�������豊永財産区

����.��
���.
�

������萬歳財産区

��,�����.��,�����.���,�����,���農業共済事業

���,�����.��,���,�����.��,���,����,���,���計

上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度上半期）

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸

給　水　人　口 ………………………………… ������人

配　　水　　量 ……………………………… ��������

有　収　水　量 ……………………………… ��������

有　　収　　率 …………………………………… ���� ％

�日平均配水量 ………………………………… ������

主な建設改良事業

　下水道関連水道管移設事業  ………………… ���万円

費用の部収益の部

�����万円営業費用
（人件費等）

�億�����万円営業収益
（水道料金等）

�����万円営業外費用
（支払利息等）

�万円営業外収益

��万円特別損失��万円特別利益

�����万円計�億�����万円計

当期（上半期）純利益　�����万 円

財産の現在高

�億�,���万円有価証券および出資による権利

��億�,���万円基金（現金）

�億�,���万円債権

��,���,����土地

���,����建物

一世帯・市民一人当たりの状況

市税の�
負担額�

予算額�

地方債の�
残高状況�
（一般会計）�

平成��年�月末現在

世帯数…������世帯　人口…������人

一世帯
�������円

市民一人
������円

一世帯
���������円

市民一人
�������円

一世帯
�������円

市民一人
�������円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分 ���������円
合計　　　　 ���������円

交付税補填分     �������円
合計　　　　 ���������円
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と
一
緒
に
配
布
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
準
備
表

に
記
入
の
う
え
、
申
告
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。（
収
支
内
訳
準
備
表
は
各
支
局
、
市
民
セ

ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。）

【
肉
用
牛
申
告
】

　

肉
用
牛
の
申
告
に
つ
い
て
も
収
支
計
算
で
行

う
た
め
、
確
認
で
き
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

①
肉
用
牛
の
売
却
証
明
書

　

売
却
証
明
書
が
な
い
場
合
は
免
税
対
象
牛
で

あ
っ
て
も
、
免
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

②
販
売
生
産
通
知
書

③
子
牛
奨
励
金
等
の
収
入
額
が
わ
か
る
も
の

④
牛
の
飼
育
に
か
か
っ
た
費
用
な
ど
の
領
収
書

　

飼
料
費
、
種
付
料
、
診
察
料
、
畜
舎
の
修
理

代
、
牛
の
運
搬
料
な
ど

⑤
家
畜
共
済
保
険
料
が
わ
か
る
も
の

【
医
療
費
控
除
の
申
告
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
平
成　

年
��

中
に
支
払
っ
た
医
療
費
、
介
護
保
険
で
受
け
た
サ

ー
ビ
ス
の
領
収
書
、
ま
た
、
保
険
な
ど
で
補
填
さ

れ
た
金
額
が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
わ
け
、
合

計
金
額
を
計
算
し
た
う
え
で
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係（
�
�
�
�
�
�
）

①
収
入
を
証
明
す
る
も
の

　

源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
、
保
険
金
な
ど
の

内
容
が
確
認
で
き
る
も
の

②
控
除
を
証
明
す
る
も
の

　

生
命
・
地
震
・
損
害
保
険
料
支
払
証
明
書
、国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
領
収
書
、国
民

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
領
収
書
、障
害
者
手
帳
な
ど

③
印
鑑

④
そ
の
他

　

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の（
預
金
通
帳
な
ど
）

申
告
場
所

　

お
近
く
の
申
告
会
場
か
都
合
の
よ
い
申
告
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
新
見
支
局
管
内

の
申
告
会
場
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
単
位
に
設
け

て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
内
の
人
は
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
か
、
お
近
く
の
申
告
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

【
農
業
・
営
業
・
不
動
産
申
告
】

　

収
入
と
経
費
が
分
か
る
帳
簿
（
計
算
し
た
も

の
）
か
、
収
支
内
訳
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

農
業
の
場
合
は
、「
農
協
だ
よ
り
（
あ
し
ん
）」

申
告
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　■住民税についての問い合わせ先　税務課市民税係（������）

�月  ���日
��

�月 ���日

個人あてに住民税申告のご案内はしていません。申告の必要な人は、都合のよい会場にお越しください。�

申告の必要は�
ありません�

確定申告が必要です。�

確定申告もしくは�
住民税申告が必要です。�

確定申告が必要です。� 市役所への住民税申告が必要です。�

はい� いいえ�

給与所得以外の所得が２０万円を超えますか？�

給与所得以外の所得がありますか？�
（所得＝収入－経費）�

いいえ�

はい�

年末調整が済んでいない。�
または２か所以上の勤務先から�
給与を受けていますか？�

はい�

いいえ�

給与所得者（サラリーマン・�
パート・アルバイトなど）ですか？�

いいえ�

はい�

申告の必要は�
ありません�

ご家族の税務上の扶養に�
はいってますか？�

（健康保険等の扶養とは異なります)

はい� いいえ�

平成２３年１月１日現在で�
お住まいの市区町村に申告を�
してください。�

その収入は年金だけですか？�
はい�

いいえ�

昨年中（１月～１２月の間）の�
収入が１００万円を超えますか？�

いいえ�

はい�

●医療費控除などで所得税の還付を受ける場合は、確定申告が必要です。�
●税務署へ確定申告書を提出する人は、住民税の申告は不要です。�

確定申告・住民税申告の必要があるか、�
下の図に従ってチェックしてみましょう！！�

「私は税金の申告が必要？」�

平成２３年１月１日現在�
新見市に住んでいましたか？�

ここからスタート�

いいえ�

はい�

は
じ
ま
り
ま
す

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
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������������� 　　　　■所得税についての問い合わせ先　新見税務署（������）　　

　申告会場の混雑緩和のために大まかな地区割りをしていますが、どこの会場でも申告することができま
すので、都合の良い会場へお越しください。

※申告受付時間 ����������（山村開発センター ����������）
※午前の会場受付時間�����������　※午後の会場受付時間 �����������

対象地区
申告会場月日

午後午前

町筋以外の川西おおさ総合センター�月��日�

上刑部―旧淳和小学校（午後）
�月�日�

川東おおさ総合センター

大井野―旧大井野小中学校（午後）
�月��日�

町筋おおさ総合センター

田治部田治部小学校(午前)
�月��日�

布　瀬旧布瀬小学校(午前)

●大佐支局管内

※国税庁では、所得税の確定申告について、ｅ-Ｔａｘ（電子申告）の利用拡大を推進しています。市でも、ｅ-Ｔａｘ（電子申
告）の利用拡大を図ることとし、例年、上記申告会場のほか、市役所税務課窓口で実施していた申告相談を山村開発セン
ターへ移動し、「ｅ-Ｔａｘ（電子申告）コーナー」を併設して実施します（土・日曜日を除く）。 е-Ｔａｘ（電子申告）を利用
するには公的個人認証サービスを受けた住民基本台帳カードが必要です。

　上記各申告会場へ職員を派遣するため、山村開発センター会場の職員が少数となり、待ち時間が長くなりますのでご了承ください。

申告相談日程

対象地区
申告会場月日

午後午前

足立・坂根・河原・三信
安信・谷安・下谷・門前

神郷生涯学習センター
「しゃくなげホール」�月��日�

油野（笹尾・備北開拓を除く）旧油野小学校

高瀬（野原・野原鷲尾を除く）旧高瀬小学校
�月��日�

釜村・野原・野原鷲尾新郷市民センター

野田・岩屋・新市・湯舟・
小谷・笹尾・備北開拓・舞尾

神郷生涯学習センター
「しゃくなげホール」

�月�日�

●神郷支局管内

対象地区
申告会場月日

午後午前

宮河内・花木ほか哲多
支局管内全域

哲多支局　　　�月��日�

蚊家田淵・大野新砥公民館�月��日�

成松本郷哲多支局　　　�月�日�

矢戸老栄・荻尾夢ひろば萬歳�月��日�

●哲多支局管内

対象地区
申告会場月日

午後午前

大野部・八鳥・畑木哲西支局�月��日�

大竹・矢田哲西支局�月��日�

上神代哲西支局�月��日�

●哲西支局管内

新見税務署（������）  （ガイダンスに従って「�」を選択してください）

確定申告の作成はインターネットで!
確定申告
　ｅ‐Ｔａｘを利用するには、事前の準備として、「公的個人認証サービス」に基づく電子証明書付住民基本台帳カードを新見市役
所（市民課）の窓口で申請し、取得する必要があります（取得に際して、手数料（平成��年�月末までは���円）がかかります）。
　その他、ｅ‐Ｔａｘに関する詳しい情報はｅ‐Ｔａｘホームページ（ｗｗｗ�ｅ-ｔａｘ�ｎｔａ�ｇｏ�ｊｐ）または、国税庁ホームページ（ｗｗｗ�ｎ
ｔａ�ｇｏ�ｊｐ）をご覧いただくか、新見税務署までお問い合わせください。

所得税・譲与税の
申告納税は �月 ����日 � まで 個人事業者の消費税・

地方消費税の申告納税は �月����日 � まで

ｅ ‐ Ｔ ａｘ は
メリットが
たくさん

�国税庁ホームページから電子申告
�最高５，０００円の税額控除
　（平成１９年分～平成２２年分の間でいずれか１回）

�添付書類の提出省略
�還付金がスピーディー
�２４時間いつでも利用可能

納税には安心便利な口座振替をご利用ください
����������	
�������������	
�
ｅ‐Ｔａｘのご利用時間
　����������������������	
　�上記以外：月～金曜日（祝日を除く）　
　　�時��分～��時

対象地区
申告会場月日

午後午前

新見・高尾および全市山村開発センター�月��日�

佐伏赤馬・宇山豊永市民センター�月��日�

金谷・正田・石蟹および全市山村開発センター�月��日�

草間市民センター管内草間市民センター�月��日�

唐松市民センター管内・長屋唐松市民センター�月�日�

井倉法曽井倉市民センター
�月�日�

熊谷市民センター管内熊谷市民センター

西方・下熊谷および全市山村開発センター�月�日�

菅生市民センター管内菅生市民センター
�月�日�

上市市民センター管内上市市民センター

千屋市民センター管内千屋市民センター�月�日�

全市山村開発センター�月��日�

●新見支局管内



完全地デジ化まであと少し準備をお急ぎください！

地デジの相談は
「デジサポ岡山」へ

問い合わせ先
デジサポ岡山（総務省岡山県テレビ受信者支援センター）
����-���-����（平日�：��～��：�� 土・日・祝日�：��～��：��）

　平成��年�月��日までに地上アナログ放送は終了し、「地上デジタル放送」へ完全移行します。地デジを視聴する

には、地デジ対応テレビへの買い換えか、アナログテレビにデジタルチューナーまたはデジタルチューナー内蔵の録

画機の接続、およびＵＨＦアンテナが必要です。ただし、ケーブルテレビで視聴する場合はアンテナは必要ありませ

ん。テレビ画面の右上に「アナログ」の表示があるテレビは地デジに対応していないので準備をお急ぎください。

いいえ�

※テレビ画面の右上に「ア
ナログ」と表示されてい
るものは、地上デジタル
放送ではありません。� ＜黒帯とメッセージ＞�

※放送局（チャンネル）や時間帯�
　により画面の表示は異なります。�

地デジ対応�
テレビ�

地上デジタル�
チューナー�

はい�

はい�

いいえ�

地デジチューナー�
内蔵録画機�

※どちらかを購入し、現在お使いのアナログテレビに�
　つないでください。また、ケーブルテレビに加入し�
　て地デジチューナーをレンタルすることもできます。�

※お住まいの地域が、ＵＨ�
　Ｆアンテナにより地上�
　デジタル放送を受信で�
　きる場合に限られます。�

※ケーブルテレビでも地上デジタル放送をご覧になれます。�
　また、ケーブルテレビに加入すれば、ＵＨＦアンテナは�
　必要ありません。�

　くわしくは　　　　　　　　　　　（吉備ケーブルテレビ）�

　へお問い合わせください。�
■申し込み・問い合わせ先　フリーダイヤル（察0120-370-866）�

今すぐお持ちのテレビを確認してください�

お住まいの地域で地上デジタル放送が受信できますか？�

現在お使いのテレビは、地上デジタル放送に対応していますか？�

（※受信状況が不明の場合は「デジサポ岡山」へお問い合わせください。）�

地上デジタル放送を見ることができます�
※「デジサポ岡山」では、地デジの無料相談や戸別訪問の申し込みを受け付けています。�
　地デジのことでわからないことがある場合は、「デジサポ岡山」へお問い合わせください。�

アナログテレビ�

新しいテレビに買い換える�

ケーブルテレビに加入する� ＵＨＦのアンテナ�
を取り付ける�

現在のテレビを引き続き使う�

地デジ対応テレビ�



地上デジタル放送受信のための支援について

　地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル放送に対応しているテレビに換えるか、現在ご利
用中のアナログテレビに外付けの地上デジタル放送対応チューナーなどをつなぐ必要があります。

今年の�月��日までに今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。

地上デジタル放送がまだ視聴でき
ない市民税非課税世帯に対して、
簡易な地上デジタル放送対応
チューナー�台を無償で給付する
支援を新たに行います。

どのような
支援ですか？

支援の対象は「世帯全員が市民税非
課税の世帯」です。
※ＮＨＫと放送受信契約を結んでいない場合は、
支援の申込後に速やかにＮＨＫと放送受信契
約を結んでください。なお、すでに地上デジタ
ル放送を視聴できる世帯は、支援を受けられま
せんのでご注意願います。

誰が支援を
受けられる
のですか？

①簡易な地上デジタル放送対応
チューナー（�台）を、無償で現
物給付します。

※簡易な地デジチューナーが�台あれば、現在ご
利用中のアナログテレビ�台で地上デジタル放
送を視聴できます。簡易なチューナー（�台）
は、お住まいへ配送しますので、ご自身で設置
してください。なお、アンテナ工事などが必要
な場合はご自身で行ってください。

②簡易なチューナーの設置方法と操
作方法を電話でサポートします。

支援内容は？

平成��年�月��日まで（消印有効）
※平成��年�月�日以降の支援については、平成��
年度予算の成立が前提

申込期限は？

必要書類（世帯全員が記載された住
民票の写しおよび世帯全員分の市民
税非課税証明書）を添えて支援の申
込書を「総務省 地デジチューナー支
援実施センター」に送付してください。
※市役所・各支局・各市民センターの窓口で必要書
類を申請する際は「地デジチューナー支援申込」
に使用する旨を必ずお伝えください。

支援の申込書の入手方法

①総務省地デジチューナー支援実施セン
ターのホームページから入手できます。
②総務省 地デジチューナー支援実施セ
ンターへご連絡ください。ご希望の部
数をお送りします。

支援の
申込方法は？

■問い合わせ先　総務省 地デジチューナー支援実施センター
【受付時間】   平日：午前�時～午後�時　 土・日・祝日：午前�時～午後�時

●市民税非課税世帯への支援について　

　�����-������ （左の番号がご利用できない場合 ����-���-����）
●ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援について

　�����-������ （左の番号がご利用できない場合 ����-���-����）
●インターネットホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｈｉｄｅｊｉｓｈｉｅｎ�ｊｐ

悪質商法にご注意ください！
これらの支援による簡易な
チューナーの給付について、
費用を請求することはありません。

市民税非課税世帯

地上デジタル放送がまだ視聴でき
ないＮＨＫ放送受信料全額免除世
帯に対して、簡易な地上デジタル
放送対応チューナーの無償給付（�
台）などの支援を行っています。

どのような
支援ですか？

下記のいずれかに該当し、ＮＨＫ
の放送受信料が全額免除となって
いる世帯です。

①生活保護などの公的扶助を受け
ている世帯

②障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が
市民税非課税の措置を受けている世帯
③社会福祉施設に入所されている世帯
※すでに地上デジタル放送を視聴できる世帯は、
支援対象外になります。

誰が支援を
受けられる
のですか？

①簡易な地上デジタル放送対応
チューナー（�台）を、無償で現
物給付します。

※簡易な地デジチューナーが�台あれば、現在ご利
用中のアナログテレビ�台で地上デジタル放送を視
聴できます。簡易なチューナーは、基本的にお住ま
いを訪問して設置し、操作説明を行います。

②アンテナ工事などが必要な場合
は、無償で工事を行います。

※簡易な地デジチューナー（�台）の設置のみでは地
上デジタル放送が視聴できない場合は、屋外ア
ンテナなどの無償改修を行います。また、共同受
信施設やケーブルテレビで視聴している世帯の
必要最低限の改修経費なども負担します。

支援内容は？

平成��年�月��日まで（消印有効）
※平成��年�月�日以降の支援については、平成��
年度予算の成立が前提

申込期限は？

支援の申込書を「総務省 地デジ
チューナー支援実施センター」にお
送りください。

支援の申込書の入手方法

○総務省 地デジチューナー支援実施セ
ンターへご連絡ください。ご希望の部
数をお送りします。

支援の
申込方法は？

���放送受信料全額免除世帯
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市
長
室

だ
よ
り

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
づ
く
り

〜
市
民
協
働
に
よ
る
大
会
運
営
を
目
指
し
て
〜

　

本
市
で
は
『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

ま
ち
新
見
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
普
及
、

競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
の
健
康

増
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸

成
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
平
成　

年
開
催
の

��

「
国
民
体
育
大
会
成
年
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
」
や
平
成　

年
開

��

催
の
「
第
�
回
春
季
全
日
本
小
学

生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で

は
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
大
会
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
、
各
公
民
館
や
地

域
団
体
な
ど
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
市
民
応
援
団
に
よ
る
心
温
ま
る

も
て
な
し
や
応
援
は
、
本
市
特
有
の

取
り
組
み
と
し
て
大
会
参
加
者
を

は
じ
め
全
国
の
関
係
者
に
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
く
と
共
に
本
市
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
と

し
て
、
毎
年
�
月
に
開
催
さ
れ
て
い

る
『
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学

生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
を

新
見
市
で　

年
間
継
続
し
て
開
催

��

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
更
に
は
平

成　

年
秋
に
は
県
内
初
の
国
際
大

��
会
と
な
る
『
第
�
回
ア
ジ
ア
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
』
の

開
催
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
多
く
の
み
な

さ
ん
が
本
市
を
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、

知
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

叙勲 

　

さ
て
、
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
①「
す
る
」ス

ポ
ー
ツ
、
②
「
み
る
」ス
ポ
ー
ツ
、
③

「
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
�
つ
に
分

類
さ
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
現
在
、
今
年
の
�
月

に
開
催
予
定
の
『
第
�
回
都
道
府

県
対
抗
全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
』
の
開
催
に
向
け

て
、「〈
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
〉

ス
ポ
ー
ツ
」
の
理
念
に
沿
う
べ
く
、

選
手
と
応
援
者
、
関
係
ス
タ
ッ
フ

が
一
体
と
な
っ
た
『
市
民
協
働
に

よ
る
大
会
づ
く
り
』
を
目
指
し
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 �  田  兼 一   さ んに旭日単光章
さこ だ けん いち

　元神郷町議会議員の�田兼一さん（神郷釜村・��歳）に旭日単光章が授与されました。

　�田さんは、昭和��年に神郷町議会議員に初当選し、以後昭和��年までの�期��

年にわたり情熱をもって町政に取り組まれました。

その間に町議会副議長、産業建設常任委員会正副委員長、総務常任委員会副委員長

などを歴任され、地方自治の発展に尽力されるとともに、地域住民の代表として旧

神郷町の発展に多大な貢献をされました。
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■�新見青年会議所
　��月��日�、新見商工会議所で、�新見青年会議所のみなさんと

意見交換を行いました。

　景気・経済・人口減少の対策やソフトボール設備、公共バスの拡

充要望などについての意見提言がありました。

　市長は、一括交付金や地域主権などについての考え、景気対策に

なる防災公園のような公共事業をはじめ、いろいろな事業を積極的

に取り組んでいることなどを話しました。

■新見公立大学
　短期大学  学友会
　��月��日�、新見市学術交流センターで新見公

立大学・短期大学学友会のみなさんと意見交換を

行いました。

　懇談に先立ち、市長は各学科の講義を見学しま

した。また、子育てカレッジ「にこたん」を利用

している親子や幼児教育学科の学生と餅つきで交

流を図りました。

　自然が多くて、地域の人が温かいので環境がと

てもよく住みやすいけれど、遊び場所があまりな

いことや街灯が少なく暗いなどの新見についての

感想や、大学の改築・公共交通機関の拡充・道路の改良などについての意見提言がありました。

　市長は、街灯は設置場所によって、県・市・町内会の管轄になることや大学本館・体育館の建て替え

計画などを説明し、教育環境の充実に取り組むことを話しました。

おでかけ市長室
公募型
市政
懇談会

　開催を希望する団体からの要請に応え、市長が会場に出向いて懇
談を行う「おでかけ市長室」を本年度も開催しています。
■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

　

市
で
は
、
老
朽
化
し
て
い
る

新
見
公
立
大
学
の
本
館
・
体
育

館
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、

審
査
会
（
副
市
長
外
�
名
）
に

お
い
て
審
査
し
、
設
計
業
者
を

選
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
後
、
提
案
内
容

を
も
と
に
実
施
計
画
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

�
設
計
業
者

　

�
木
村
建
築
設
計
事
務
所

�
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

　

新
校
舎
に
は
、
地
域
の
活
力

を
取
り
入
れ
た
学
ぶ
環
境
創

り
、
歴
史
・
風
土
の
継
承
、
大

学
全
体
の
景
観
と
の
調
和
を

図
り
、
地
域
と
一
体
感
の
あ

る
「
街
並
み
」
と
し
て
再
構
築

し
ま
す
。

�
事
業
概
要

　

①
本
館
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
�
階
建
・
約
� ,
�
�
�
㎡
）

　

②
体
育
館（
鉄
骨
造
・
�
階
建
・
約
� ,
�
�
�
㎡
）

�
設
計
期
間（
予
定
）

　

平
成　

年
�
月
の
完
了
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

��

�
工
事
期
間（
予
定
）

　

平
成　

年
度
に
着
手
し
、
平
成　

年
度
内
の
完

��

��

成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係
（
�
�
�
�
�
�
）　

新
見
公
立
大
学
本
館
・
体
育
館

建
設
事
業
の
設
計
業
者
選
定

に
つ
い
て
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○
市
債
任
意
繰
上
償
還

　

…
� , 
�
�
�
万
円

■
一
般
会
計（
第
�
号
）

　

国
の
地
域
活
性
化
交
付
金
を
活

用
し
た
経
済
対
策
事
業
を
中
心
に

し
た
補
正
予
算
で
、
歳
入
歳
出
予

算
に
�
億
� , 
�
�
�
万
�
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
�

�
�
億
�
�
�
万
�
千
円
と
す
る

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
投
票
所
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

　

ー
整
備
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
保
育
所
施
設
修
繕
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
健
康
増
進
施
設
整
備
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
農
林
活
性
化
施
設
等
整
備
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
観
光
施
設
整
備
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
道
路
維
持
及
び
改
良
事
業

　

…
�
億
� , 
�
�
�
万
円

○
小
中
学
校
施
設
等
整
備
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
公
民
館
施
設
整
備
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
小
中
学
校
図
書
整
備
事
業

　

…
�
�
�
万
円

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

　

薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
哲
西

支
局
管
内
の 
水  
上  
俊  
規 
委
員
が
任

み
ず 

か
み 

と
し 

き

期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
後
任
と
し
て
、 

川  
上  
二  
朗 

か
わ 

か
み 

じ 

ろ
う

さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

■
新
見
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

　

町
村
計
画
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
に
係
る
財

政
上
の
特
別
措
置
等
を
受
け
る
た

め
策
定
さ
れ
た
新
見
市
過
疎
地
域

自
立
促
進
市
町
村
計
画
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

　

合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

辺
地
に
係
る
財
政
上
の
特
別
措

置
等
を
受
け
る
た
め
策
定
さ
れ
た

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
制
度

　

の
変
更
に
つ
い
て
の
意
見
書

　

岡
山
県
心
身
障
害
者
医
療
費
公

費
負
担
制
度
の
「　

歳
以
上
で
新

��

た
に
障
害
要
件
に
該
当
し
た
人
は

医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
対
象
と

し
な
い
」
と
い
う
年
齢
制
限
の
撤

廃
及
び
所
得
制
限
基
準
の
緩
和
を

求
め
る
意
見
書
を
、
岡
山
県
知
事

に
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し

た
。

議会�
レ ポー ト �
平成��年
��月定例会

計
画
に
基
づ
き
、
熊
谷
中
学
校
を

新
見
第
一
中
学
校
へ
統
合
す
る
た

め
の
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

長
屋
地
区
お
よ
び
唐
松
地
区
の

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
施
設

の
供
用
開
始
に
向
け
、
施
設
の
名

称
、
区
域
等
を
定
め
る
た
め
の
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計（
第
�
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に 
�
億
� ,
�
�

�
万
�
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
�
�
�
億
� ,
�
�
�
万

�
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
更

　

新
事
業

　

…
�
億
� , 
�
�
�
万
円

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
感
染
症
予
防
事
業
（
子
宮
頸
が

　

ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

　

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

費
用
助
成
）

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
道
路
改
良
整
備
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

○
中
学
校
統
合
推
進
事
業

　

…
�
�
�
万
円

■
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

　

制
度
」
に
お
け
る
事
業
者
へ
の

　

負
担
軽
減
に
関
す
る
意
見
書

　

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

制
度
」
の
効
率
よ
い
運
営
及
び
調

査
・
公
表
手
数
料
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
を
、
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
食
の
安
全
・
安
定
供
給
、
食
料

自
給
率
の
向
上
、
農
林
漁
業
を

守
る
た
め
の
対
策
を
求
め
る
意

見
書

　

経
済
連
携
の
推
進
に
際
し
て
、

食
の
安
全
・
安
定
供
給
、
食
料
自

給
率
の
向
上
、
農
林
水
産
業
・
農

山
漁
村
の
振
興
を
損
な
う
こ
と
が

な
い
よ
う
配
慮
し
、
農
林
水
産
業

の
再
生
・
強
化
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を
、
内

閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
政
治
倫
理
検
討
特
別
委
員
会
の

　

設
置

　

議
員
が
市
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
政
治
倫
理
の
確
立
と
向
上
に

努
め
、
常
に
良
心
に
従
い
誠
実
か

つ
公
正
に
職
務
を
行
う
こ
と
を
促

進
す
る
た
め
、
政
治
倫
理
に
つ
い

て
検
討
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

職員給与条例の改正、過疎地域自立促進市町村計画、
平成��年度一般会計補正予算などを可決

　

市
議
会　

月
定
例
会
が　

月　

��

��

��

日
か
ら　

月　

日
に
か
け
て
開
催

��

��

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、条
例　

件
、補
正
予
算　

��

��

件
、
人
事
�
件
、
そ
の
他
�
件
、
議

会
の
発
議
�
件
の
計　

件
で
し
た
。

��

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
新
見
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
一
般

職
の
給
料
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手

当
の
引
き
下
げ
を
行
う
た
め
の
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

住
宅
用
防
災
警
報
機
器
等
を
設

置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
と

し
て
、「
複
合
型
居
住
施
設
用
自
動

火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
た
と

き
」
を
追
加
す
る
た
め
の
条
例
を

可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
見
市
小
中
学
校
統
廃
合
年
次

 
�
条
例
関
係

 
�
補
正
予
算
関
係

 
�
人
事
関
係

 
�
そ
の
他

 
�
議
会
の
発
議
関
係
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■
注
意
事
項

　

申
請
は
必
ず
事
前
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け

た
後
の
申
請
は
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
自
動
消
火
器
等
の
日
常

生
活
用
具
の
給
付
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

大
佐
支
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

神
郷
支
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
多
支
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
西
支
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
対
象
者

・
所
得
税
非
課
税
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
（　

歳
以
上
）

��

・
寝
た
き
り
高
齢
者
（　

歳
以
上
）

��

の
い
る
所
得
税
非
課
税
の
世
帯

■
申
請
方
法

　

福
祉
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
販
売
店

か
ら
の
見
積
書
と
カ
タ
ロ
グ
を
添

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　

�
月　

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

��

さ
い
。 

【
平
成　

年
度
を
も
っ
て

��

火
災
警
報
器
の
給
付
事
業
は
終
了

い
た
し
ま
す
。】

■
給
付
に
つ
い
て

　

設
置
完
了
後
、
市
か
ら
販
売
店
に

直
接
給
付
費
を
支
払
い
ま
す
。
�

世
帯
あ
た
り
の
給
付
限
度
額
は 

� , 
�
�
�
円
で
、そ
れ
を
超
え
る

額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　今年は、全国一斉に統一地方選挙が行われる年で、新見

市では、４月に岡山県議会議員選挙が行われることになっ

ています。

　この選挙に立候補を予定している人を対象に、立候補手

続きや選挙公営制度などの説明会を開催します。立候補を

予定している人はご出席ください。

岡山県議会議員選挙 （新見市選挙区）

立候補予定者説明会
■日時

　�月��日�　��時��分～

■場所

　新見市役所�階　第�委員会室

■その他

　当日は、立候補届出用紙等をお渡し

　しますので、印鑑をご持参ください。

■問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局（������）

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、

火
災
警
報
器
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
既

��

��

存
の
一
般
住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
人
で
給
付
の
対
象
と
な
る
人
は
、
�

月　

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�� 火
災
警
報
器
給
付
事
業

〜
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
申
請
を
〜

��

��

選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
が

行
わ
れ
ま
す

　

新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成　
��

年
�
月
�
日
登
録
の
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在

外
選
挙
人
名
簿
並
び
に
平
成　

年
�
月
�
日

��

現
在
で
調
製
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
異
議
申
し
出
の

機
会
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
、
登
録
漏
れ

や
無
資
格
者
の
登
録
、
記
載
事
項
の
誤
り
と
い

っ
た
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
選
挙
人
名
簿
・
在
外
選
挙
人
名
簿

　

【
縦
覧
期
間
】

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
農
業
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

【
縦
覧
期
間
】

　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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＊これらのワクチンは任意接種のため、保護者の判断で希望者に接種するものです。

ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頚がん
予防ワクチンが無料（全額公費）で接種できます。

各予防接種の内容については、市報１月号をご覧ください。 
また、ご不明な点については、健康づくり課親子保健係までお問い合わせください。

平成��年��月から

※接種を希望される場合は、他の予防接種と同様に、直接、医療機関に予約をしてください。
※母子健康手帳を必ず持参してください。 
※各種予防接種の問診票は、医療機関にあります。
※この他にも岡山県相互乗り入れ予防接種協力医療機関でも接種することができますので、かかりつけ医にご相談ください。

■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係（������）

●接種可能医療機関

子宮頸がん
予防ワクチン

小児用肺炎
球菌ワクチン

ヒブワクチン電話番号所在地医療機関地区

○○○�����新見���医療生協阿新診療所

新　見

○○○�����石蟹��上江洲医院
○○○�����新見����－�作野医院
○○○�����新見���－�新見中央病院
○○○�����高尾���－�長谷川紀念病院
○○○�����西方���－�松尾医院
○�����高尾����－��吉田医院
○�����新見����－��渡辺病院
○○○�����大佐永富����金田医院

大　佐
○○○�����大佐小阪部����大佐診療所
○○○�����哲多町本郷����－�国際貢献大学校哲　多
○○○�����哲西町矢田����哲西町診療所哲　西
○○○（����）��-����日南町生山���－�日南病院日野郡

医療機関の適正受診についてのお願い
　現在、休日や夜間に軽症の患者さんの救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症患者さんの治療に支
障をきたしています。必要な人が安心して医療を受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬の調剤
の際には以下のことに注意しましょう。

■問い合わせ先　市民課国保年金係（������）

●症状が軽い場合は昼間の診療時間内に受診しましょう。休日・夜間に救急外来を受診することは重症患者
さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけではなく、医療機関に支払われる医療費も高く設定されてお
り窓口負担も高くなります。

●かかりつけの医療機関を持ち、気になることがあったらまずは相談しましょう。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは控えましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複す
る検査や投薬により、かえって体に悪影響をあたえてしまう心配もあります。今受けている治療に不安な
どがあるときにはそのことを医師に伝えて相談してみましょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と原則的に同じ効能効果を持ち、費用も安く済みます。
ジェネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関・薬局に提示し、利
用について相談しましょう。

●薬は飲み合わせによっては副作用を生じることがあります。お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬
を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。また、薬が残っている場合にも同様に相談しましょう。
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　�月から�月にかけて、市内を巡回

する狂犬病予防注射を実施します。

　�月下旬に、犬の登録をされている

飼い主に日程表を送付する予定です。

　なお、犬の登録（新規登録・転入・譲受

手続）がまだ済んでいない場合、犬の

異動（死亡・転出・引渡等）があった

場合は、お早めに生活環境課または各

支局の窓口で登録（変更）手続きを済

ませてください。

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係 （������）

　ごみを野外で焼却する「野焼き」の苦情が市民のみなさんから多く
寄せられています。「野焼き」にはとんど焼き、稲わらの焼却、たき火
など日常生活や農林業を営むうえでやむを得ず行われる一部の例外を
除き、家庭ごみ、事業所ごみ、産業廃棄物を次のような形で焼却する
ことは禁止されています。
・焼却炉を使用しない焼却（野焼き）
・法律の基準に適合しない焼却炉での焼却など
　法律で禁止された「野焼き」をすることは犯罪で、罰則も大変厳し
くなっています。
　例外的なものであっても当日の天候や時間帯、風向きなどに注意し、
周辺地域の生活環境や火災の発生に十分配慮する必要があります。市
民みなさんでごみの適正な処理に努めましょう。

■問い合わせ先　生活環境課環境保全係（������）

「野焼き」 はやめましょう！！

～～～～～～～～～～育育育育育育育育育育児児児児児児児児児児のののののののののの援援援援援援援援援援助助助助助助助助助助をををををををををを受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけたたたたたたたたたたいいいいいいいいいい人人人人人人人人人人をををををををををを募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす～～～～～～～～～～～育児の援助を受けたい人を募集します～
　市では、平成２３年４月のファミリー・サポート・センターの開設に向けて、育児の援助を受けたい人を募集します。

ファミリー・サポート・センターとは？
　保護者の急用や病気、残業や休日出勤など、「困ったな。都合がつかないなあ。」という事態に地域の人が応え、育児の
援助を受けたい人（依頼会員）と子育ての手助けを行える
保育サポーター（提供会員）が有償で助け合う会員組織で、市が運営します。
　事前に会員登録しておけば、いざという時に安心です。

■次のようなときに、保育サポーターを利用することができます。
・保育園・幼稚園などの送迎
・学校行事や冠婚葬祭などに出かけるときの保育
・学校や園が休みのときの保育
・産前･産後の手助けが欲しいときの保育
・その他子育てを手伝って欲しいとき

■依頼会員（育児の援助を受けたい人）の条件
・新見市内に住所がある人で、
　生後６か月以上満１０歳未満の子どもを養育している人

利用料金基準額（�時間当たり）活動時間帯活動日

���円基本時間（�時から��時まで）
平日（月曜日～金曜日）

���円基本時間外（上記時間外）

���円終日土曜日・日曜日・祝日

犬の異動手続きはお早めに

■申込用紙は、こども課および各支局に備え付けていますが、提出については、子どもの状態について聞き取りを行い
　ますので、事前に連絡のうえ、親子同伴でこども課に直接お願いします。
　※申し込みは平日（月曜日～金曜日 ８時３０分～１７時１５分）に、随時受け付けます。

申し込み・問い合わせ先�こども課子育て支援係（������）

新見市ファミリー・
サポート・センター依依依依依依頼頼頼頼頼頼会会会会会会員員員員員員募募募募募募集集集集集集！！！！！！依頼会員募集 ！
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す
。
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■内　　容　ワープロソフト「ワード」の基礎と簡単な文

　　　　　書作成（�回連続）

■対　　象　パソコンで文字入力ができ、マウス操作ので

　　　　　きる人

■日　　時　�月��日�、��日�、��日�

　　　　　　時間はいずれも��：��～��：��

■会　　場　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参 加 費　�����円（テキスト代は別途）

■定　　員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（パソコン講座�月・ワープロの基礎）、

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキ

または電話、ＦＡＸでお申し込みください。また、まなび

広場にいみ受付にも申込用紙を用意してありますのでご

利用ください。

■申込締切　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒��� - ���� 新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係（������）（Ｆ Ａ Ｘ�����）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

2月 ゆっくりのんびりワープロの基礎

　新見市の特産物であるトマト、ピオーネ、もも、りん

どうを新たに栽培する意欲のある人を対象に、農作業実

習や栽培技術を学ぶ「就農準備講座」を開催します。こ

れから何か始めようと考えている人はぜひお申し込みく

ださい。

■対象者：�市内で新たに栽培を始める人や栽培技術習
得を希望する人で、販売を目的に取り組む
予定で意欲のある人

　　　　　�年間通じて参加可能な人
　　　　　�現地集合できる人

■参加費：無料（一部実費が必要な場合があります）
■講　師：栽培農家、農協営農指導員、農業普及指導セン

ター職員
■主　催：新見地域農林漁業担い手育成対策協議会
　　　　　  （新見市、ＪＡ阿新、新見農業普及指導センター等で構成）

■募集期間：�月�日�～�月��日�

新見の特産物のプロに
なりませんか

就農準備講座 受講生募集

�申し込み・問い合わせ先�
新見農業普及指導センター（��９１７７・内線３６３ ／ＦＡＸ�０４９５）

（ホームページ：新見農業普及指導センター  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｓｏｓｈｉｋｉ/ｋａｋｕｋａ．ｈｔｍｌ？ｓｅｃ_ｓｅｃ１=１１３）

�トマトコース
   �場所： 新見市神郷栽培ほ場
   �内容（年間�回程度）
　　�月：定植　�月：定植　
　　�月：誘引、芽かぎ　�月：選果場見学  
　　��月：収穫、出荷準備、ホルモン処理、
　　　　 片付けと反省会

�ピオーネコース
   �場所：新見市豊永ピオーネ交流館
　　　　   ぶどう研修ほ場及び栽培ほ場
   �内容（年間�回程度）
　　�月：植付け　
　　�月：花穂整形、誘引　
　　�月：房づくり　�月：袋掛け　
　　��月：収穫、出荷調整　�月：せん定

� モモコース
   �場所：新見市草間栽培ほ場
   �内容（年間�回程度）
　　�月：摘花　�月：摘果　�月：袋掛け
　　�月：収穫　��月：せん定

� りんど うコース
   �場所：新見市菅生栽培ほ場
   �内容（年間�回程度）
　　�月：ほ場準備　�月：芽かぎ、定植
　　�月：収穫（個選）
　　�月：選花場見学　
　　��月：ほ場の片付け

各コースの概要

［ ト マ ト、ピオーネ、もも、りんどう コ ー ス］



行政チャン ネル番組表 �������

■「にいみにっこりクッキング」～キッズクッキング３～ 《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■ 身近な科学を楽しもう「にいみおもしろサイエンス 第５回」 ふ しぎサイエンス 《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■英語にチャレンジ「デイブの英語で言うてみんせぇ 」 Ｓｅａｓｏｎ４    《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「みんなで始めようニュースポーツ」 ～ふらばーるバレー編～　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■郷土の偉人・太田辰五郎とは？ 「千屋牛物語」　《毎日》 ��：��
※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせ等）を放送しています。
■問い合わせ先　情報管理課ラストワンマイル係��������
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新見市男女共同参画情報紙

り ぼ ん

職場を担
う輝き人紹介！職場を担
う輝き人紹介！

 キーワードは�
「自分らしく働く」�

女性消防士�
の道を�

味のある�
指導員に�

自分が好きな�
ことを仕事に�

職場から地域へ。理解と協力。 「和」から生まれる共同参画の輪�

　今回のりぼん第１１号の特集では、男性
が多い職場で活躍している女性、女性が
多い職場で活躍している男性に「自分ら
しい働き方」などについてインタビュー
を行いました。�
　仕事への夢を持つこと。職業人として
目標を持つこと。そして自分を持つこと。�

������
������



市報にいみ 第７１号
��������������

　

最
初
に
消
防
士
に
な
り
た
い
と
思
い
始
め

た
の
は
高
校
�
年
の
夏
で
す
。

　

私
は
津
山
市
出
身
で
高
校
が
消
防
署
の
近

く
に
あ
り
、
登
下
校
時
に
訓
練
な
ど
を
ほ
ぼ

毎
日
見
て
い
た
の
で
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

　

両
親
は
「
自
分
の
好
き
な
道
に
行
き
な
さ

い
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　

友
だ
ち
は
体
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で
き
つ
い
仕
事
だ
と
い
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あ
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の
か
「
私
は
や
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い
」
と
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感
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で
し
た
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私
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消
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で
、
新
見
市
消
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本
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用
さ
れ
て
よ
か

っ
た
と
思
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ま
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新
見
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と
っ
て
も
あ
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雰
囲
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で
す
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そ
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、
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っ
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よ
か
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た
で
す
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私
は
現
在
予
防
課
に
配
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さ
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て
い
て
、

広
報
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動
の
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で
消
火
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の
取
扱
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指
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し
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ま
す
が
、
そ
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い
っ
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に
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あ
り
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と
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う
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で
す
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そ
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と
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っ
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と
思
い
ま
す
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困
っ
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と
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、
今
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や
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で
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す
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の

人
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。
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女
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県
下
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ま
さ
か
消
防
署
に
女
性
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入
っ
て
く
る
と
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思
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な
か
っ
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い
ろ
い
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要
性
は

��

常
々
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
後
に
続
く

今
の
職
業
を
選
ん
だ
動
機
は
？

消
防
士
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

家
族
や
友
だ
ち
の
反
応
は
？

今
の
職
業
以
外
に
も
選
択
肢
は
？

岡
山
県
下
で
現
場
に
出
て
い
る

女
性
消
防
士
は
？

新見消防署  消防士補

 芦  田  尚 子    さん
あし だ なお こ

今
の
仕
事
を
し
て
い
て

よ
か
っ
た
こ
と
、困
っ
た
こ
と
は
？

今
の
職
場
で
自
分
が
入
っ
た
こ
と
に

よ
り
改
善
さ
れ
た
こ
と
は
？

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

女
性
消
防
士
の
道
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
隊
員
の
中
で
も
よ
り
専
門
的

な
治
療
が
可
能
な
救
急
救
命
士
資
格
も
目
標

に
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
新
人
な
の
で
す
が
、
先
輩
消
防

士
の
優
れ
た
点
を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
な
が
ら
、

地
域
、
市
民
の
人
の
ご
意
見
も
よ
く
聴
い
て
、

そ
の
上
で
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
仕
事
を
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

救急の日のイベントでパンフレットを配る芦田さん（左端）

自
分
ら
し
く
働
く
工
夫
は
？
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新見自動車教習所  指導員

 真  島  由 加    さん
ま じま ゆ か

　

最
初
は
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
先
輩
指
導
員
に
勧
め
ら
れ
根
負
け
し
ま

し
た
。
当
時
の
新
見
で
は
女
性
指
導
員
は
珍

し
か
っ
た
で
す
。

（
現
在
は
指
導
員　

人
中
�
人
が
女
性
。）

��

　

最
近
は
年
齢
も
年
齢
な
の
で
生
徒
さ
ん
か

ら
は
厳
し
い
指
導
員
と
い
う
目
で
見
ら
れ
ま

す
。「
こ
わ
い
」「
い
つ
怒
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
」

み
た
い
な（
笑
）。
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
驚

か
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
。

　

他
の
選
択
肢
と
い
う
か
、
も
と
も
と
教
習

所
で
働
い
て
い
て
先
輩
指
導
員
に
勧
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
。
勉
強
不
足
な
ど
で
涙
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
で
決
め
た
こ

と
な
の
で
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

指
導
員
歴
も
長
く
な
っ
た
の
で
他
の
仕
事

も
や
っ
て
み
た
い
気
は
し
ま
す
。
長
く
勤
務

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
仕
事
に
も
興
味

は
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
や
は
り
力
仕

事
が
大
変
で
し
た
。
タ
イ
ヤ
交
換
や
オ
イ
ル

交
換
な
ど
の
整
備
業
務
も
自
分
の
仕
事
で
す
。

頼
め
ば
や
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
男
性
指
導
員
の
仕
事
だ
と
は
思
わ
な
か

っ
た
で
す
。

　

そ
う
で
す
ね
、
授
業
な
ど
の
計
画
は
も
う

既
に
き
っ
ち
り
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
日
々
確
実
に
こ
な
し
て
優
良
な
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
交
通
社
会
に
出
て
行
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
相
手
が
よ
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
同
じ
こ

と
で
も
相
手
が
違
え
ば
言
い
方
な
ど
指
導
方

法
も
変
え
て
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、

よ
り
多
く
指
導
方
法
の
引
き
出
し
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
を
す
る
に
は
ま
ず
体
が
第
一
で
す
の

で
、
体
と
心
の
両
方
の
健
康
を
保
ち
な
が
ら
、

味
の
あ
る
指
導
員
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。
私
の
場
合
は
指
導
員
歴
も
長
い
の
で
先

輩
指
導
員
だ
け
で
は
な
く
後
輩
か
ら
も
意
見

を
ど
ん
ど
ん
聴
く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
決
ま
り
き
っ
た
考
え

に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
す
ね
。

今
の
職
業
を
選
ん
だ
動
機
は
？

教
習
所
の
生
徒
の
中
で

女
性
指
導
員
に
つ
い
て

驚
か
れ
る
よ
う
な
方
は
？

今
の
職
業
以
外
に
選
択
肢
は
？

ま
た
、も
し
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

し
た
ら
今
の
職
業
を
選
ぶ
？

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

自
分
ら
し
く
働
く
工
夫
は
？

男
性
の
先
輩
指
導
員
に

聞
き
に
く
か
っ
た
こ
と
や
、

相
談
相
手
が

い
な
か
っ
た
こ
と
は
？

新見自動車教習所での真島さんの様子
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新見保育所  保育士

 森  本  道 雄    さん
もり もと みち お

新見市男女共同参画情報紙

　

今
回
の
特
集
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
新

見
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
３
人
の
方
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
育
士
は
保
母
さ
ん
、
つ
ま
り
女
性

が
な
る
も
の
。
消
防
士
＝
男
。
自
動
車

教
習
指
導
員
の
イ
メ
ー
ジ
は
…
。
一
昔

前
な
ら
ば
一
般
的
に
そ
れ
ぞ
れ
女
性
の

仕
事
、
男
性
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
つ
ま
り
女
ら
し
い
仕
事
、
男
ら
し

い
仕
事
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
「
ら
し
さ
」
は
長
い

間
に
固
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
個
人
の
職
業
、
生
き
方
が

限
定
さ
れ
る
の
は
と
て
も
も
っ
た
い
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り

が
持
っ
て
い
る
個
性
や
能
力
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
も
の
で
す
。職
業
に
お
い
て
も

目
標
や
希
望
を
持
ち
、自
分
が
輝
け
る

世
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
性
別
の「
ら

し
さ
」は
ナ
ン
セ
ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

３
人
の
方
は
新
見
で
は
ま
だ
ま
だ
特

別
な
存
在
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

目
標
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
現

実
世
界
に
飛
び
込
ん
で
お
ら
れ
る
３
人

の
み
な
さ
ん
を
取
り
巻
く
周
囲
の
環
境

は
今
の
と
こ
ろ
充
分
と
は
言
え
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
の
生
き

方
が
後
の
道
を
つ
く
る
の
だ
と
、
つ
く

づ
く
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
職
場
・
家

庭
に「
思
い
や
り
」と
い
う
協
力
が
次
々

と
産
声
を
あ
げ
る
の
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
で
す
。 （
編
集
委
員　

小
川
政
保
）

編
集
後
記

　

す
ご
く
シ
ン
プ
ル
な
理
由
で
す
が
、
子
ど

も
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
高
校
�
年
の

夏
ぐ
ら
い
か
ら
考
え
始
め
ま
し
た
。
高
校
は

工
業
系
で
し
た
が
、
た
と
え
ば
ず
っ
と
一
日

中
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
の
を
毎
日
続

け
て
い
く
の
は
自
分
に
は
合
わ
な
い
な
と
。

自
分
が
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
方
が
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
く
に
誰
と
も
相
談
し
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
両
親
は
「
好
き
に
し
た
ら
い
い
よ
」
と

い
う
感
じ
で
し
た
。

　

出
身
校
の
中
で
は
た
ぶ
ん
男
性
初
だ
と
思

い
ま
す
。
友
だ
ち
は
笑
っ
て
い
ま
し
た
。「
冗

談
で
し
ょ
？
」
と
い
う
感
じ
で
。

　

子
ど
も
た
ち
が
「
今
日
楽
し
か
っ
た
！
」

と
言
っ
て
帰
っ
た
と
き
に
、
と
く
に
よ
か
っ

た
な
と
感
じ
ま
す
。
大
き
な
行
事
で
は
、
一

番
成
長
を
見
ら
れ
る
卒
園
式
の
際
に
こ
の
仕

事
で
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
入
っ
て
来

た
と
き
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

キ
リ
ッ
と
し
て
卒
園
し
て
い
く
姿
に
は
感
動

が
あ
り
ま
す
。

　

周
り
の
先
生
は
今
日
よ
り
い
い
も
の
を
と

思
っ
て
保
育
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
も
が

ん
ば
ろ
う
と
い
う
意
識
が
生
じ
ま
す
。
自
分

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
特
色
は
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
担
当
し
て
い
る
�
、
�
歳
児
く

ら
い
に
な
る
と
、
動
き
も
活
発
に
な
る
の
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
を
取
り
入
れ
た
保

育
を
し
て
み
た
い
で
す
。

（
森
本
さ
ん
の
担
当
は
�
歳
児　

人
。み
ど
り

��

す
ず
ら
ん
組
の
担
任
。）

　

子
ど
も
の
前
に
出
る
と
き
は
笑
顔
じ
ゃ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
は
避

け
た
い
こ
と
で
す
。
私
は
好
き
な
フ
ッ
ト
サ

ル
で
県
内
の
保
育
士
だ
け
の
チ
ー
ム
を
作
っ

て
い
て
、
そ
の
中
で
仕
事
上
の
困
っ
た
こ
と

や
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
好
き
な

こ
と
を
や
っ
て
う
ま
く
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し

て
い
く
こ
と
が
自
分
ら
し
い
工
夫
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
の
職
業
を
選
ん
だ
動
機
は
？

保
育
士
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、

家
族
や
友
だ
ち
の
反
応
は
？

今
の
仕
事
を
し
て
い
て

よ
か
っ
た
こ
と
は
？

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
保
育
は
？

自
分
ら
し
く
働
く
工
夫
は
？

新見保育所での森本さんの様子

�発行／新見市　　�編集／新見市男女共同参画情報紙編集委員会
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も
格
段
に
増
え
て
、
と
て
も
き
れ
い

な
画
像
で
見
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地

区
で
も
あ
り
、
共
聴
施
設
の
維
持
管

理
が
必
要
な
く
な
っ
た
こ
と
で
安
気

に
な
り
ま
し
た
。

　

ｉ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
議
会
中
継
や
地

域
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

市
内
の
色
々
な
と
こ
ろ
で
様
々
な
行

事
や
催
し
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
り

感
心
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
時
々
知

人
が
映
っ
た
り
す
る
と
夫
婦
の
話
題

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
時
代
劇
と
釣
り
の
番

組
が
好
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
区
で
は
携
帯
電

話
が
使
え
る
よ
う
に
も
な
り
安
心
感

が
増
し
ま
し
た
。
息
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
良
く
な
っ
た
な
あ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
情
報

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
で
各
種
申
請
書
類
や
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

�
新
見
市
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ

ー
ジ

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
光
フ
ァ
イ
バ
が
つ
な

が
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
始

ま
る
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に
全
戸
で

加
入
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
見
え
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

　

光
ケ
ー
ブ
ル
が
全
戸
で
利
用
で
き

る
環
境
に
な
り
、
特
に
テ
レ
ビ
の
受

信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
た
地
域
に
お

い
て
は
こ
の
数
年
の
間
で
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
変
わ

っ
た
市
民
生
活
に
つ
い
て
「
高
速
ネ

ッ
ト
利
活
用
推
進
協
議
会
」
で
の
取

材
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
編

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
は
、
テ

レ
ビ
の
難
視
解
消
も
目
的
の
一
つ
で

し
た
。

　

大
佐
大
井
野
君
山
の
高
下
昌
之
さ

ん
ご
夫
妻
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
君
山
地
区
の　

世
帯
ほ

��

ど
の
共
聴
組
合
で
ア
ン
テ
ナ
や
ケ
ー

ブ
ル
の
維
持
管
理
を
し
な
が
ら
�
チ

ャ
ン
ネ
ル
ほ
ど
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

雪
や
雨
で
映
り
が
悪
く
な
っ
た
り
、

大
風
で
施
設
に
被
害
を
受
け
る
こ
と

まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

　

市
へ
の
各
種
手
続
き
に
必
要
な
申

請
書
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
R
L

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity

.

n
iim

i.o
k
a
y
a
m

a
.
jp

/
?
ID

=

1
5
2
7
3
&
s=0

�
岡
山
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス

　

岡
山
県
か
ら
配
信
さ
れ
る
「
天
気

予
報
」「
警
報
・
注
意
報
」「
地
震
・

津
波
情
報
」「
雨
量
等
観
測
情
報
」

「
避
難
情
報
」「
土
砂
災
害
警
戒
情

報
」
等
の
防
災
情
報
を
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
で
受
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

U
R
L

h
ttp

:/
/
w

w
w

.b
o
u
s
a
i.

p
re

f.o
k
a
y
a
m
a
.jp

/b
o
u
sa

i/

�
岡
山
県
冬
期
道
路
気
象
情
報
シ
ス

テ
ム

　

岡
山
・
鳥
取
県
の
県
境
を
中
心
に

道
路
の
積
雪
状
況
等
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
R
L

h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
r
e
f.

o
k
a
y
a
m
a
.jp

/d
o
b
o
k
u
/d

o
se

i

/sn
o
w
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m
e
ra

/

※
登
録
料
は
原
則
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
通
信
費
等
は
利
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、新
見
市
報

道
委
員
が
取
材
、編
集
を
行
う
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

季
刊
ご
と
に
、市
民
の
み
な
さ

ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

戸
田　
　

博
（
上
熊
谷
）

定
岡　

豊
秋
（
西
方
）

橋
本　

直
人
（
新
見
）

宮
田　

恵
介
（
新
見
）

吉
本
美
由
喜
（
大
佐
田
治
部
）

小
谷　

明
美
（
神
郷
釜
村
）

木
村
貴
美
子
（
哲
多
町
本
郷
）

川
上
智
枝
子
（
哲
西
町
矢
田
）

山
本
久
美
子
（
総
務
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　

会
委
員
長
）

奥　
　

宏
二
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

ん
び
き
が
出
た
の
で
焼
く
と
い
う
）

　

夏
至
の
前
日
み
ょ
う
が
の
葉
を
使

っ
て
団
子
を
作
り
神
様
に
供
え
家
内

中
で
い
た
だ
く
。

材
料

�
小
麦
粉
…
�
�
�
ｇ

�
あ
ん　

…
�
�
�
ｇ

�
み
ょ
う
が
の
葉

つ
く
り
方

�
小
麦
粉
を
水
で
溶
き
耳
タ
ブ
ほ
ど

の
柔
ら
か
さ
に
な
る
ま
で
こ
ね
て

あ
ん
を
包
み
団
子
に
す
る
。
み
ょ

う
が
の
葉
で
包
む
。

�
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
き
弱
火
で

こ
ん
が
り
と
焼
く
。

■
な
が
し
や
き

　

季
節
の
野
菜
（
葉
物
）
お
お
ば
、
に
ら

等
を
細
か
く
刻
み
、
柔
ら
か
め
に
と
い
た

小
麦
粉
に
混
ぜ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を

ひ
き
材
料
を
薄
く
伸
ば
し
て
焼
く
。

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
を
ま
ぜ
て
も
よ
い
。

�
だ
し
汁　

…
�
カ
ッ
プ

�
砂
糖　
　

…
大
さ
じ
�
〜
�

�
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
�
〜
�

�
酒　
　
　

…
少
々

つ
く
り
方

�
乾
燥
ク
サ
ギ
ナ
（
市
販
さ
れ
て
い

る
）
は
た
っ
ぷ
り
の
湯
で
煮
て
一

晩
水
に
浸
す
。

�
大
豆
も
一
晩
水
に
浸
す
。
ク
サ
ギ

ナ
を
水
切
り
す
る
。

�
油
を
引
い
た
ナ
ベ
で
大
豆
と
ク
サ
ギ

ナ
を
炒
め
調
味
料
と
出
し
汁
を
加

え
て
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
る
。

乾
燥
の
仕
方

　

�
月
下
旬
〜
�
月
に
若
菜
を
摘
み

ゆ
で
て
そ
の
ま
ま
冷
ま
し
絞
っ
て
ほ

ぐ
し
て
天
日
に
干
す
。

■
お
い
り

�
正
月
も
ち
を
小
さ
く
き
っ
て
弱
火

で
炒
る
。

�
鍋
に
砂
糖
・
し
ょ
う
ゆ
水
あ
め
を

入
れ
て
よ
く
煮
る
。

�
�
と
�
を
よ
く
ま
ぜ
あ
わ
せ
て
冷

ま
す
。

■
け
ん
び
き
焼
き
（
農
繁
の
疲
れ
で
け

　

む
か
し
…
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
か

あ
さ
ん
が
田
畑
作
業
の
合
間
、
ま
た

季
節
季
節
の
節
目
（
節
句
）
に
つ
く

っ
て
く
れ
た
味
。
最
近
ふ
っ
と
懐
か

し
く
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
そ
の
よ
う
な
懐
か
し
い

味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

風
土
に
根
ざ
し
伝
え
ら
れ
て
き
た

「
ふ
る
さ
と
の
味
」。
祖
母
か
ら
母
へ
、

母
か
ら
子
へ
、
つ
な
が
っ
た
味
。
う

す
れ
つ
つ
あ
る
郷
土
の
味
や
行
事
食

を
少
し
で
も
継
承
し
て
い
け
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
新
見
・
旧
阿
哲
地
方
に
伝

わ
る
伝
統
の
郷
土
食
を
紹
介
し
ま
す
。

親
子
で
挑
戦
し
味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
ク
サ
ギ
ナ（
ク
サ
ギ
）と
大
豆
の
油

い
た
め

　

ク
サ
ギ
ナ
は
山
野
に
自
生
し
て
お

り
、
く
さ
い
匂
い
が
特
徴
で
あ
る
。

乾
燥
し
た
も
の
は
匂

い
が
な
い
。

材
料（
�
人
分
）

�
ク
サ
ギ
ナ
…　

ｇ
��

�
大
豆　
　

…
�
カ
ッ
プ

クサギナ
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私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
新

砥
。
子
ど
も
の
頃
は
近
所
の

友
だ
ち
と
朝
か
ら
晩
ま
で
自

然
と
た
わ
む
れ
て
い
た
。
現

在
、
結
婚
し
て　

年
目
。
�

��

人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
両
親

と
同
居
し
て
い
る
。

　

�
�
�
度
山
と
田
畑
に
囲

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
野
山

を
駆
け
回
っ
て
い
る
。
夏
に

は
近
く
の
川
へ
行
き
、
秋
に

は
自
然
の
実
み
に
感
謝
し
て

子
ど
も
た
ち
な
り
に
自
然
を

満
喫
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
が
遊
ん
で

い
る
姿
を
ボ
ー
と
見
る
の
が

私
の
至
福
の
時
。
親
バ
カ
か

も
知
れ
な
い
が
、
心
の
豊
か

な
優
し
い
子
ど
も
に
育
っ
た

親バカ父ちゃんがふと思った事
な
ぁ
と
。
で
も
私
た
ち
が
立

派
な
子
育
て
を
し
た
訳
で
は

な
い
。
自
然
の
中
で
色
々
な

事
を
肌
で
感
じ
、
ま
た
、
大

好
き
な
曾
祖
父
母
と
の
悲
し

い
別
れ
を
経
験
し
命
の
尊
さ

を
知
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
色
々
な
経
験
や
感
情

を
抱
き
、
そ
の
感
覚
こ
そ
が
、

子
育
て
に
は
大
切
な
肥
や
し

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

　

自
力
で
生
き
る
強
い
人
間

に
育
つ
こ
ん
な
肥
し
の
山
里

を
私
は
こ
よ
な
く
愛
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
想
う
。
田

舎
者
で
も
い
い
、
春
風
の
よ

う
に
や
さ
し
く
、
雑
草
の
如

く
強
く
生
き
よ
…
…
と
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

「
雪
」と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
…

新
見
公
立
短
期
大
学

幼
児
教
育
学
科   
田  
中  
早  
紀   
さ
ん

た 

な
か 

さ 

き

（
出
身 ‥

香
川
県
東
か
が
わ
市
）

　

私
の
出
身
地
は
香
川
県
で
す
が
、
地
元

は
香
川
の
中
で
も
田
舎
に
あ
り
ま
す
。
新

見
市
に
初
め
て
来
た
時
、
第
一
印
象
と
し

て
地
元
よ
り
田
舎
だ
と
思
い
ま
し
た
。
近

く
に
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど
も
な
く
、

こ
こ
に
住
ん
で
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
新
見
で
初
め
て
の
一
人
暮

ら
し
を
始
め
て
み
る
と
、
近
く
に
ス
ー
パ

ー
が
あ
る
の
で
日
常
生
活
で
不
便
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
、
山
や
川
な
ど

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
と
て
も
住
み

や
す
く
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、

遊
ぶ
と
な
る
と
友
だ
ち
の
家
で
遊
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
こ
か
に

遊
び
に
行
く
よ
り
も
、
友
だ
ち
と
の
関
係

を
よ
り
深
め
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

新
見
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
の
は
、

新
見
の
み
な
さ
ん
の
温
か
さ
で
す
。
み
な

さ
ん
は
、
私
が
歩
い
て
い
る
と
よ
く
挨
拶

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
を

始
め
て
心
細
か
っ
た
初
め
の
こ
ろ
か
ら
、

新
見
の
み
な
さ
ん
に
は
、
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 大  塚  昌  宣   さん
おお つか まさ のぶ

［哲多町蚊家］ ��歳

　

ま
た
、
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
こ
と
に
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
地
元
の
香
川
県
で
は
、

年
に
１
・
２
回
雪
が
積
も
る
か
積
も
ら
な

い
か
で
、
し
か
も
、
雪
は
す
ぐ
に
溶
け
て

し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
雪
遊

び
を
し
た
記
憶
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
雪
だ

る
ま
も
小
さ
な
も
の
し
か
作
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
月
、
初
め
て
新
見
で
雪
を
見
た
時
は
、

た
く
さ
ん
降
っ
て
く
る
の
で
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
雪
が
降
る
と
寒
い
で
す
が
、

地
元
に
帰
る
と
あ
ま
り
経
験
で
き
な
い
こ

と
な
の
で
雪
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
雪
が
降
っ
た
時
に
は

大
き
な
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

私
は
、
新
見
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
不
安
だ
っ
た
一
人
暮
ら
し
も
新
見

だ
と
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
暮
ら

せ
て
い
る
よ
う
で
安
心
で
す
し
、「
雪
」
の

体
験
も
で
き
ま
す
。
寒
い
新
見
で
す
が
、

残
り
の
学
校
生
活
は
新
見
の
自
然
や
み
な

さ
ん
に
囲
ま
れ
て
元
気
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
後
悔
の
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。



南 か ら

Good Morning Niimi! 
My Name is David Sayles.  My hometown is Ridgewood 
NJ, a small town just outside of New York City. 
Currently, I live with my wife right near Niimi Station. 
Though this is not my first time in Japan, I have never 
lived in the Japanese Countryside before, so I am 
learning new things all the time. 
4 Months before I arrived in Japan, I graduated from 
college! 
There, I studied both Computer Science and Digital Art. 
I also took courses in Japanese. While in college, I studied 
for four months at Kansai Gaikokugo Daigaku near 
Osaka. 
For fun, I love to go out dancing. 
Usually, I can be found doing Swing, Cha-Cha or Waltz. 
While in college, I was fortunate to be apart of several 
dance shows, and for a brief period took part in several 
competitions. 
I also enjoy using computers to create both art and 
music. 
Though I have only been in Niimi for a short time, it has 
proven to be an exceptionally nice place, with kind-
hearted people and beautiful scenery.  I am glad to have 
had the experience of living here. 

北

か

ら

第　

通
��

  田  原  慎 介    さん

た はら しん すけ

香川県高松市（出身：神郷下神代）
番組プロデューサー

頑
張
っ
て
い
る
人
、

政
治
家
、
経
営
者
、

芸
術
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
み
な
さ
ん
と
会
話
で
き
る
こ
と
は
大

き
な
魅
力
で
す
。

　

新
見
で
は　

歳
の
頃
ま
で
を
過
ご
し
ま
し
た
。

��

実
家
の
あ
る
神
郷
に
は
年
に
�
〜
�
度
は
帰
省

し
ま
す
。
家
族
、
恩
師
、
友
人
、
そ
し
て
山
や

川
の
自
然
が
、
昔
と
変
わ
ら
ず
温
か
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

　

懐
か
し
い
人
た
ち
と
の
交
流
、
美
し
い
故
郷

の
景
色
は
今
も
作
品
を
生
み
出
す
と
き
の
大
き

な
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

元
放
送
局
で　

年
あ
ま
り
、
テ
レ
ビ
番

��

組
の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
立
場
で
い
く
つ

か
の
番
組
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

記
憶
に
残
る
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
は
、
発
生
直
後
か
ら

淡
路
島
に
行
き
中
継
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
他
、

全
国
放
送
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
を
は
じ
め
、
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
特
別
番
組
を
担
当
で
き
た
こ
と

は
尊
い
経
験
で
す
。

　

こ
の
仕
事
の
面
白
さ
の
ひ
と
つ
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
町
で

★

地

デ
イ
ビ
ッ
ト
・
セ
イ
ル
ズ
さ
ん

出
身
地：

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
出
身

勤
務
先：

井
倉
小
、足
見
小
、神
郷
北
小
、

　
　
　
　

田
治
部
小
、菅
生
小

　新見のみなさん、おはようございます。デイビット・
セイルズです。私はアメリカニュージャージー州のリ
ッジウッドという町から来ました。この町はニューヨ
ーク市のはずれに位置します。現在私は新見駅のすぐ
そばで妻と一緒に生活しています。日本へ来たのは今
回が初めてではありませんが、日本の自然あふれる場所
で生活する機会がなかったので、毎日が新しいことの発
見です。
　日本へ来る�か月前に大学を卒業しました。そこで
私はコンピューターサイエンスとデジタルアートの勉
強をしました。また日本語のクラスにもいました。学
生の時、大阪の近くの関西外国語大学で�か月間勉強し
ました。
　私はダンスに行くことが大好きで、よくスウィングや
チャチャ、ワルツを踊ります。学生の時は幸運にもダン
スショーや、短期間ですがダンスの大会にも参加しまし
た。私はダンス以外にもコンピューターを使って絵や
音楽などの作品を創ることも好きです。
　私が新見で生活を始めてまだまだ日は浅いですが、新
見は、やさしく心温かい人たちばかりで、美しい景色の
あるとても素晴らしい場所であることが分かりました。
私はこのような経験ができ、とても嬉しく思います。



 　  防災体制の強化を！
 　     ●新見市消防出初式

　�月�日�、まなび広場にいみで新見市消防出初め式が開か

れ、市内の各消防団員など関係者���人が一堂に会しました。

　記念式典や永年勤続功労者などの表彰のあと、会場横の高梁

川沿いに移動した団員らは、各消防団のポンプ車など計��台によ

る一斉放水を行うなど、今年の防災活動へ決意を新たにしました。

      新たな第一歩！
          ●新見市成人式

 �月�日�、まなび広場にいみで新見市成人式

が開かれ、新成人���人が会場に集いました。

　式典では、新成人を代表して 千  原  浩  司 実行委員
ち はら こう じ

長（神郷下神代）があいさつし、石垣市長などか

ら激励のことばが贈られました。

　この後、アトラクションとして「恩師からのビ

デオレター」の上映や、懇談会など、友人との楽

しい時間を過ごしていました。
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　�月��日�、市長室で市の委託を
受けて活動を続けている新見高校生
物生産科の蜜蜂研究会チームが日本
蜜蜂採取に成功した成果を石垣市長
に報告しました。
　石垣市長は「特産品になると思う
ので、頑張って技術を確立してほし
い」と述べました。 　

    元気いっぱい ！ ���人が参加
     ●スポーツ少年団交歓交流大会

 　 新春の市街地を
    走り初め！
 　     ●新春ロードレース大会

　�月�日�、まなび広場にい

み周辺を発着点として新春ロー

ドレース大会が開催されました。

　今年で��回目を数える今大会

には、市内外から���人が参加

し、新春の新見市街地を駆け抜

けました。

　最後まであきらめずにゴール

を目指して力走するランナーの

姿に、沿道からも暖かい声援が

送られていました。

し

　�月��日�、新見市民体育館で「第��

回新見市スポーツ少年団交歓交流大会」

が開催され、約���人が参加しました。

この大会は、市内のスポーツ少年団員、

指導者・育成会員の交流と、団活動の活

性化を図るために毎年開催されています。

綱引きの部・長なわとびの部ともに「草

間台スポーツ少年団Ａチーム」が優勝し

ました。

　   蜜蜂研究会チームが
       日本蜜蜂採取に成功
 　        ●「百花密」を石垣市長へ
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う
に
し
て
洗
う

⑧
汚
れ
と
泡
を
十
分
に
洗
い
流
す

⑨
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
か
清
潔
な
タ

オ
ル
で
ふ
く

　

（
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
に
は
、菌
が
い

る
の
で
、逆
に
手
を
汚
し
ま
す
）

⑩
消
毒
液
で
殺
菌
す
る
場
合
に
は
、

よ
く
乾
い
た
手
に
す
り
こ
む
。

（
ぬ
れ
た
手
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
つ

け
て
も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

日
頃
か
ら
、
正
し
い
手
洗
い
の

方
法
を
習
慣
づ
け
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、
指
先
・

指
の
間
・
親
指
の
周
り
・
手
首
・

し
わ
に
残
り
や
す
い
で
す
。

★
正
し
い
手
の
洗
い
方
は

①
指
輪
や
腕
時
計
な
ど
を
は
ず
す

②
流
水
で
目
に
見
え
る
汚
れ
を
洗

い
流
す

③
石
け
ん
を
つ
け
て
十
分
に
泡
立

て
る

④
手
の
ひ
ら
、
手
の
甲
を
こ
す
り
、

指
の
間
は
両
手
を
組
む
よ
う
に

し
て
こ
す
り
あ
わ
せ
て
洗
う

⑤
親
指
は
反
対
の
手
で
ね
じ
る
よ

う
に
し
て
洗
う

⑥
指
先
、
爪
の
間
は
手
の
ひ
ら
の

上
で
こ
す
る
よ
う
に
洗
う

⑦
手
首
は
反
対
の
手
で
ね
じ
る
よ

②
食
事
の
前

③
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

④
調
理
の
前

⑤
排
泄
の
介
助
や
ふ
ん
便
・
お
う

吐
物
の
処
理
の
後

★
手
洗
い
で
、
汚
れ
が
残
り
や
す

い
と
こ
ろ
は

手
洗
い 
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
、

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
て
感
染

す
る
場
合
と
、
感
染
し
た
人
の
ふ

ん
便
や
お
う
吐
物
な
ど
か
ら
感
染

す
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、「
手
指
」
を
介

し
て
感
染
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

家
族
全
員
が
、
き
ち
ん
と
手
を
洗

う
こ
と
が
感
染
予
防
の
基
本
に
な

り
ま
す
。

★
次
の
場
合
に
は
、
念
入
り
に
手

　

を
洗
い
ま
し
ょ
う

①
外
か
ら
帰
っ
た
時

　

毎
年
冬
季
を
中
心
に
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
思
わ
れ
る「
下
痢
」や「
お
う
吐
」な
ど
の
健
康
障
害

が
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
強
く
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、口
か
ら
体
内
に
入
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
、

通
常
は
症
状
が
１
〜
２
日
続
い
た
後
治
り
ま
す
が
、幼
児
や
高
齢
者
な
ど
体
の
抵
抗
力
が
弱
っ
て
い
る

人
が
感
染
す
る
と
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
の
基
本
は

手
洗
い
で
す
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準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師等が電
話で相談に応じるとともに受診等について適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定　電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  �土曜、日曜、祝日および��月��日 ～翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

小児
救急医療
電話相談

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程 ※育児相談、健康診査は、

　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

●９～１０か月児健康診査

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

診療時間：��：��～��：��

●１歳６か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月��日

●２歳６か月児歯科健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月�日

●３歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月��日

担当病院

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市 近藤病院（内･外） �����-��-����
真庭市 本山医院（内） �����-��-����

�月��日（金）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 ������-�-����
真庭市　金田病院（内･外） �����-��-����
真庭市　中井医院（内） �����-��-����

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　日伝医院 ������-�-����
真庭市 湯原温泉病院（内･外） �����-��-����
真庭市　岸本医院（外） �����-��-����
真庭市　牧原医院（外） �����-��-����

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　細川医院 ������-�-����
真庭市 落合病院（内） �����-��-����
真庭市　金田病院（外） �����-��-����
真庭市　谷田医院（外） �����-��-����

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市 勝山病院（内･外） �����-��-����
真庭市　杉江医院（内･外） �����-��-����

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里医院 ������-�-����
真庭市 河本病院（内･外） �����-��-����
真庭市　遠藤クリニック（外） �����-��-����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

内科

歯科

●３～４か月児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
��月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

水�月�日

●ひよこクラス（育児相談）
時間会場曜日月日

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉センター

月�月��日

対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月�日

対象者：�歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容：希望者は身体計測（身長・体重） 
　　　　座談会、育児相談  
持参するもの：母子手帳  
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岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支
所
で
は
、

精
神
科
医
師
・
保
健
師
に
よ
る
心
の
健

康
相
談
を
、
偶
数
月
の
第
�
・
�
木
曜

日
、
奇
数
月
の
第
�
木
曜
日
（
変
更
す

る
場
合
あ
り
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
気
分
が
落
ち
込
む
」「
物
忘
れ
が
激
し

い
」「
心
の
病
気
で
は
な
い
か
と
心
配
」

と
い
っ
た
悩
み
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
思
春
期

心
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
思
春

期
の
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時（
�
月
分
・
�
月
分
）

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

�
�
月
�
日
�

　
　

時
〜　

時

��

��

�
�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
思
春
期
心
の
健

　

康
相
談

�
�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
し
て

　
　

い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
備
北
保
健
所
新

見
支
所
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
立
岡
山
盲
学
校
で
は
、
備
北

保
健
所
管
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
の
あ

る
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
本
人
と

そ
の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
、
相
談
支

援
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
支
援
を
希

望
さ
れ
る
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

毎
月
第
一
木
曜
日

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所　

　

備
北
保
健
所
（
岡
山
県
備
中
県
民
局

　

高
梁
地
域
事
務
所
内
）

　

高
梁
市
落
合
町
近
似
�
�
�
―
�

■
相
談
料　

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
�
日
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
盲
学
校

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

（ 

�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度
、
各
種

��

入
隊
お
よ
び
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
一
般
幹
部
候
補
（
幹
部
自
衛
官
と
し

て
活
躍
す
る
コ
ー
ス
）

�
応
募
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
大
学
卒
業
程

��

��

度
の
学
力
を
有
す
る
人

�
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

�
一
次
試
験

　

�
月　

日
�
（
飛
行
要
員
の
み　

日

��

��

�
・　

日
�
の
�
日
間
）

��

■
一
般
曹
候
補
生
（
経
験
を
積
み
曹
と

な
り
活
躍
す
る
コ
ー
ス
）

�
応
募
資
格

　

平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、　

歳
以

��

��

上　

歳
未
満
（
高
校
生
除
く
）

��

�
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

�
一
次
試
験　

�
月　

日
�

��

■
予
備
自
衛
官
補
（
休
日
を
利
用
し
て

訓
練
し
予
備
自
衛
官
を
目
指
す
コ
ー

お
し
ら
せ

ス
）

�
応
募
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
（
保
有
す
る
国

��

��

家
免
許
資
格
に
よ
り　

歳
未
満
）

��

�
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
ま
で

�
一
次
試
験

　

�
月　

日
�
、　
　

日
�
、　

日
�
、

��

��

��

　

日
�
の
間
、
一
日
を
指
定

��
■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�
）

　

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
:/
/
w

w
w

.

m
o
d
.g
o
.jp

/p
co

/o
k
a
y
a
m
a
/

）

　
　

歳
以
上
の
高
年
齢
者
な
ど
�
人
以

��
上
が
、
自
ら
の
職
業
経
験
な
ど
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
共
同
し
て
事
業
を
開

始
し
、　

歳
以
上　

歳
未
満
の
労
働
者

��

��

（
雇
用
保
険
被
保
険
者
）を
雇
い
入
れ
て

継
続
的
な
雇
用
・
就
業
の
機
会
を
創
出

（
法
人
を
設
立
）
し
た
場
合
に
、
当
該
事

業
の
開
始
に
要
し
た
一
定
範
囲
の
費
用

に
つ
い
て
助
成
金
（
限
度
額
�
�
�
万

円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

当
該
助
成
金
を
受
け
る
際
に
必
要
な

事
業
計
画
書
は
年
�
回
（
�
月
、
�
月
、

　

月
の
予
定
）
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

��
　

詳
し
い
内
容
は
、
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構 
岡
山
高

齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

平
成�

年
度
心
の
健
康
相
談

��

お
よ
び
思
春
期
心
の
健
康
相
談

の
ご
案
内

��
視
覚
障
が
い
教
育 
び
ほ
く
相
談

支
援
室
�の
ご
案
内

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会

創
出
助
成
金
の
ご
案
内
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 h
ttp

://w
w
w
.je

e
d
.o
r.jp

/

）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

　

タ
ー

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

         

　

旧
哲
西
町
名
誉
町
民
故 
田  
辺  
哲  
崖 
氏

た 

な
べ 

て
つ 

が
い

の
寄
付
金
を
基
に
設
立
運
営
さ
れ
て
い

る
財
団
法
人
田
辺
育
英
会
で
は
、
平
成

　

年
度
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

��■
対
象
者

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
の
目
的
を

達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
等
学

校
・
工
業
高
等
専
門
学
校
・
大
学
・

大
学
院
・
専
修
学
校
専
門
課
程
な
ど

に
進
学
、
在
学
す
る
学
生
。

■
応
募
資
格

　

岡
山
県
内
に
本
籍
を
有
す
る
学
生
ま

た
は　

年
以
上
県
内
に
居
住
す
る
世

��

帯
の
学
生
で
、品
行
方
正
・
思
想
穏
健
・

学
業
成
績
優
秀
・
身
体
精
神
健
全
で

あ
っ
て
成
業
の
見
込
み
が
あ
る
者
。

　

た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

■
奨
学
金
貸
与
月
額

�
高
等
学
校 

�
� , 
�
�
�
円

�
短
大
・
工
業
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
専
門
課
程 

�
� , 
�
�
�
円

�
大
学 

�
� , 
�
�
�
円

�
大
学
院 

�
� , 
�
�
�
円

�
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

�
償
還
は
卒
業
�
年
後
か
ら　

年
均
等

��

償
還
と
な
り
ま
す
。

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
最
短
修
学
年
限

■
応
募
手
続

　

田
辺
育
英
会
事
務
局
で
応
募
書
類
を

受
け
取
り
、
�
月　

日
�
ま
で
に
同

��

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
決
定

　

�
月
上
旬
に
奨
学
生
選
考
委
員
会
に

お
い
て
選
考
の
う
え
決
定
し
、
本
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

    
〒
�
�
�
―
�
�
�
�  

　

岡
山
県
新
見
市
哲
西
町
矢
田
�
�
�

�（
特
非
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
め
き
広
場
内

　

財
団
法
人　

田
辺
育
英
会　

事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（E
-m

ail‥
post@

n
po-kiram

eki.jp

）

■
募
集
職
種

　

新
見
市
観
光
協
会
事
務
局
長
お
よ
び

　

一
般
職
員

■
採
用
人
員　

　

事
務
局
長　
　

�
名

　

一
般
事
務
員　

�
名　

■
業
務
内
容

　

新
見
市
の
観
光
振
興
を
推
進
す
る
総

合
的
な
業
務

　

雇
用
期
間
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜

��

平
成　

年
�
月　

日
（
勤
務
成
績
に

��

��

よ
り
平
成　

年
�
月
以
降
の
継
続
雇

��

用
を
検
討
す
る
。）

■
応
募
方
法

�
応
募
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

�
応
募
先

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

（
新
見
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

新
見
市
観
光
協
会
職
員
募
集
係

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

今
年
も
に
い
み

雛
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
く
お

雛
様
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
お
雛
ま
つ
り
開
催
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

■
場
所

　

新
見
中
央
商
店
街
一
帯　

他

■
申
込
期
限

　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
新
見

市
周
辺
在
住
の
外
国
人
と
国
際
交
流
に

関
心
の
あ
る
人
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
通
し
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
『
国
際
交
流
ふ

れ
あ
い
デ
イ
』
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�　

�
時　

分
開
会

��

��

■
場
所

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
行
い
ま
す
。

■
対
象

　

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人

■
定
員

　

先
着
�
�
�
名

■
参
加
費

　

無
料
。
た
だ
し
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

■
募
集
期
間

　

�
月　

日
�
ま
で

��

※
道
具
を
持
参
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し

込
み
の
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

（
市
役
所
総
務
課
内
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

（ 

�
�
�
�
�
）

e
-m

a
il:n

iim
i-ie

a
＠

e
x
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n
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k
a
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�����������

平
成�

年
度
財
団
法
人

��

田
辺
育
英
会
奨
学
生
募
集

新
見
市
観
光
協
会

職
員
募
集

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

お
雛
様
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ
イ

参
加
者
募
集
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ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■新見図書館
新見市新見��� -� （������  ���������）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代���� （������  ���������）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方���� -� （������  ���������）
ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｌｉｂ�ｎｉｉｍｉ-ｃ�ａｃ�ｊｐ/Ｌｉｂｒａｒｙ/ｉｎｄｅｘ�ａｓｐ ｘ

土金木水火月日

�����

����������

��������������

��������������

����

�
月
の
休
館
日

�月�日���：��～　ブックスタート（新見）
�月�日���：��～　子どもお楽しみ会（新見）
　　　　　��：��～　わらべ歌を歌う会
　　　　　　　　　　　　　  ～三世代交流～（新見）
　　　　　��：��～　子ども映画会（新見）
�月��日���：��～　子ども映画会（哲西）
�月��日���：��～　子ども向けＤＶＤ絵本（学術）
　　　　　��：��～　シロクマの映画『北極のナヌー』（学術）

●臨時休館のお知らせ
　�おおさ総合センター

　　蔵書点検のため、�月��日（水）から��日（金）

　　まで図書コーナーを臨時休館します。

新見図書館おすすめの本

考えない練習
 小  池  龍  之  介 ／著　小学館　����年
こ いけ りゅう の すけ

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書等は、この�施設のどこで
も返却できます。  但し、この�施設が所蔵する図書等に限ります。

かぜがふいてきた…
いもとようこ／作　岩崎書店　����年

百歳は次のスタートライン
 日  野  原  重  明 ／著　光文社　����年
ひ の はら しげ あき

　数えで百歳、さあ、これから
ラストスパートです！来し方
を振り返り、未来に思いを馳せ
ながら、百歳をスタートライン
とする自身の生き方や人生哲
学を語る。日野原流生き方のエ
ッセンスの集大成。

　あるところに、家も家族も友
だちもいない男がいました。あ
る日、男の後ろから、強い風と
一緒に、こねこ、うさぎ、あひ
る、いぬ、ぶたと、動物たちが
次々と飛んできて…。

　戦国時代末期、出雲の戦国大
名・尼子晴久は、毛利元就の謀
略に乗せられて、身内の「新宮
党」を全滅させてしまう…。謀
略渦巻く乱世の中で、人間への
信頼を貫き、誇り高く生きた

男・ 山  中  鹿  之  介 の姿を描く。
やま なか しか の すけ

　僧侶による「休脳のススメ」。
目・耳・鼻・舌・身の五感に集
中しながら暮らす練習や、思考
を自由に操る方法を紹介する。

脳研究者・ 池  谷  裕  二 との対談も
いけ たに ゆう じ

収録。

尼子十勇士伝  赤い 疾  風 篇
か ぜ

 後  藤  竜  二 ／著　新日本出版社　����年
ご とう りゅう じ
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新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月・火曜日（�月末まで）

新見美術館

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���円（���円）中高生…���円（���円）
　小学生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で入場無料

新見市西方���番地（������）

��
�
�
�
�
��
��
	�



　

野
山
に
分
け
入
り
野
焼
き
の
た
め
の
粘

土
を
探
し
て
土
を
掘
る
。
土
の
か
た
ま
り
に

は
雑
草
の
根
が
か
ら
ま
り
、
そ
の
中
に
は
億

千
の
微
生
物
。
湿
っ
た
土
中
か
ら
放
た
れ
る

精
気
は
、
草
木
を
養
い
、
虫
や
小
鳥
や
動
物

た
ち
の
生
命
を
さ
さ
え
る
。
粘
土
を
手
で
も

ん
で
い
る
と
、
大
地
の
精
霊
た
ち
が
姿
を
あ

ら
わ
し
心
の
中
に
語
り
か
け
て
く
る
。

　

縄
文
文
様
は
、
自
然
の
精
霊
た
ち
を
豊
か

に
お
お
ら
か
に
表
現
し
た
も
の
で
す
。

猪
風
来
の
創
作
土
偶
展

「妖精の棲む森へ」チラシ

国宝「たまかき書状」（部分）　京都府立総合資料館所蔵
福江茂榮 《たまがき》 （部分）

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日 ��／��～�／��、�／��、�／���

会
期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

　

今
回
は
、
猪
風
来
が
こ
れ
ま
で
に
そ
の
時

代
、
そ
の
土
地
の
、
森
や
野
で
出
会
っ
た
妖

精
た
ち
を
テ
ー
マ
に
創
作
し
た
野
焼
き
作

品
約　

点
を
展
示
し
ま
す
。
制
作
時
期
は
�

��

�
�
�
年
か
ら
�
�
�
�
年
頃
ま
で
。
草
の

シ
リ
ー
ズ
、
森
の
ニ
ン
フ
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、

そ
の
時
期
な
ら
で
は
の
独
特
な
表
現
・
表
情

を
み
せ
る
作
品
た
ち
は
、
大
地
か
ら
わ
き
た

つ
豊
潤
で
パ
ワ
フ
ル
な
生
命
力
に
溢
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

中
世
の
哀
愁
と
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
新
見

庄
は
、
全
国
に
数
多
く
あ
る
荘
園
の
中
で
も

貴
重
な
史
料
が
残
さ
れ
、
往
時
の
姿
を
偲
ぶ

こ
と
が
出
来
る
荘
園
の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
新
見
庄
と
縁
の
深
い

東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
の
「
東
寺
百
合
文

書
」
に
収
め
ら
れ
、
現
在
は
国
宝
と
し
て
京

都
府
立
総
合
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
も
「
た
ま
か
き
書
状
」
は
、
京

都
・
東
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
た
祐
清
が
新
見
庄

に
代
官
と
し
て
赴
任
し
た
後
、
身
の
回
り
の

世
話
を
し
て
い
た
女
性
�
た
ま
が
き
�
が
祐

清
の
死
を
悲
し
み
、
形
見
を
分
け
て
欲
し
い

と
東
寺
に
送
っ
た
手
紙
で
、
中
世
の
農
村
女

性
が
書
い
た
手
紙
と
し
て
大
変
貴
重
な
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
新
見
美
術
館
開
館　

周
年
を

��

記
念
し
て
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
協
力

に
よ
り
国
宝
「
た
ま
か
き
書
状
」
の　

年
ぶ

��

り
の
里
帰
り
に
あ
わ
せ
、「
た
ま
が
き
」
と

「
新
見
庄
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
中
世
の

哀
愁
と
ロ
マ
ン
漂
う
新
見
庄
の
歴
史
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

開
館�

周
年
記
念  

国
宝「
た
ま
か
き
書
状
」特
別
公
開

���
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

会
期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

国宝「たまかき書状」の公開は �／���～�／���
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��
ひとり暮らし高齢者の集い
（新見支局管内）
���：��～��：��
�保健福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�
平成��年度 新見 農と
地域を考えるつどい
���：��～��：��
�まなび広場にいみ小ホール
�農林課農業振興係
　（�����）

��
男女共同参画社会
づくりフォーラム
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
小ホール�企画政策
課広報係（�����）

����
岡山県統一
ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

����
交通事故相談
���：��～��：���総合福祉センター�階
図書室�生活環境課生活交通係（�����）

確定申告・住民税申告
��：��～��：���神郷生涯学習センター
「しゃくなげホール」／旧油野小学校�税務
課市民税係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）
��：��～��：���やまびこ広場神郷生涯学習
センター�社会福祉協議会神郷支所（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�おおさ総合センター
�税務課市民税係
　（�����）

��
第�回都道府県対抗
全日本中学生男子ソフト
ボール大会組合せ抽選会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
�生涯学習課スポー
ツ振興係（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�旧高瀬小学校／新郷市民センター
�税務課市民税係（�����）

��
介護者のつどい
���：��～��：���保健福祉
センター�地域包括支援セ
ンター（�����）

確定申告・住民税申告
��：��～��：���新砥公民館
�税務課市民税係（�����）

�
雛まつり臨時列車
「お雛様号」運行
��：��～��：��
�ＪＲ新見駅・御
殿町センター他
�商工観光課観光
振興係（�����）

�
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�おおさ総合センター
�税務課市民税係（�����）
���：��～��：��
�旧淳和小学校
�税務課市民税係（�����）

�
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�井倉市民センター／
　熊谷市民センター
�税務課市民税係
　（�����）

������

新
見 
市

�
��
��
�
���から

���まで

��� ��� ���
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����������

���
人権・行政合同相談
��：��～��：���哲多総合
センター�哲多支局地域振興
課（�����）

��

　

�

������
確定申告・住民税申告
��：��～��：���哲西支局
�税務課市民税係（�����）

法律相談（要予約）
���：��～��：���総合福祉
センター�社会福祉協議会本
所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���総合福祉
センター�社会福祉協議会本
所（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：���山村開発
センター�税務課市民税係
（�����）

����

������
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�哲西支局
�税務課市民税係（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�豊永市民センター
�税務課市民税係（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�哲多支局
�税務課市民税係（�����）

��

����
確定申告・住民税申告
��：��～��：���哲多支局
�税務課市民税係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���総合福祉
センター�社会福祉協議会本
所（�����）

���
春季全国火災予防運動
（一日消防署長）
��：��～��：���新見市消防本
部�消防本部・予防課（�����）

確定申告・住民税申告
��：��～��：���唐松市民セン
ター�税務課市民税係（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�草間市民センター
�税務課市民税係（�����）

��
確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�山村開発センター
�税務課市民税係（�����）

���������
心配ごと相談
��：��～��：���哲多総合
センター・夢ひろば萬歳・新砥
公民館�社会福祉協議会哲多
支所（�����）
��：��～��：���きらめき広
場哲西�社会福祉協議会哲西
支所（�����）

�
雛まつり臨時列車
「お雛様号」運行
��：��～��：���ＪＲ新見
駅・御殿町センター他�商工
観光課観光振興係（�����）

確定申告・住民税申告
��：��～��：���山村開発
センター�税務課市民税係
（�����）

日 月 火 水��� ��� ��� ���

心配ごと相談
���：��～��：���総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

新見発まちづくり応援隊講座
���：��～��：���総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所（�����）
��：��～��：���哲多総合センター、夢ひろば萬歳、新砥公民館
�社会福祉協議会哲多支所（�����）

確定申告・住民税申告
��：��～��：��
�菅生市民センター／
　上市市民センター
�税務課市民税係（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	

　携帯電話でもご覧になれます

平成��年 �月 号
平成��年�月�日  No.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口 ��� ���人　　男  ��� ���人　　女  ��� ���人

世帯数 ��� ���世帯（平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－��人）
　　女　　������人（－��人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（－��世帯）
　（平成��年��月末日現在）

合併当初の様子

■固定資産税・都市計画税 �期
　（納期限：�月��日）

■国民健康保険税 �期
　（納期限：�月��日）

■介護保険料 �期
　（納期限：�月��日）

■後期高齢者医療保険料 �期
　（納期限：�月��日）

 矢  吹   春 馬   ちゃん
や ぶき はる ま

（神郷油野／２・２ ５生）
 宮  原   詩 宝   ちゃん
みや はら う た

（哲多町本郷／２ ・２ ５生）
 信  谷 ももかちゃん
のぶ たに

（金谷／ ２・ ２６生）

 山  本  彩 央   ちゃん
やま もと あ お

（新見／ ２・１９生）
 谷  本  駿 人   ちゃん
たに もと はや と

（高尾／２・２ ０生）

 林  田   俊 成   ちゃん
はやし だ とし なり

（新見／２・２生）

 小  倉   貞 幸   ちゃん
お ぐら さだ ゆき

（上熊谷／２ ・２ ０生）

 仲  田 　新   ちゃん
なか だ あらた

（高尾／２・３生）
 田  原   雄 介   ちゃん
た ばら ゆう すけ

（新見／２・２生）

ハッピー�
バースデー�

 藤  川   蒼 太   ちゃん
ふじ かわ そう た

（西方／２・１生）

今月、満�歳になる
子どもたちです。
これからも
元気で大きくなってね！
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